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04 研修後、農業法人に就職した　藤野愛美さんの道のり　山梨県中央市
06 農業大学校を経て独立就農した　佐藤巧さんの道のり　高知県土佐清水市
08 林業就業支援講習を経て林業に就業した　久保田順一さんの道のり　長野県上松町
10 漁師経営支援制度を利用し、漁師として独立した　伊藤浩一さんの道のり　山口県下関市
12 道のりはさまざま　がんばる農林漁業者たち
14 農林漁業就業ステップ1　「キーワード」の掘り起こしと「ストーリー」を描くこと

18 漁師になりたい人を熱烈応援！　漁業就業支援フェア2010　開催！
22 林業に就きたい人の総合相談　森林の仕事ガイダンス2010　開催！
26 農業を仕事にしよう　新・農業人フェア2010　開催！
28 新規就農をトータルにサポート　全国新規就農相談センターの支援

02 農園歳時記　第15回　農を楽しむ　中村顕治
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 「水田とその周辺の生き物」事務局
15 鳥取県立農業大学校
16 高知県立農業大学校／日本農業実践学園
 地球緑化センター／新潟日報事業社
30 長野県飯田市／やまぐち農林振興公社
31 新潟県農林公社／福井県
32 北海道幕別町／山口県農業会議
 青い森農林振興公社／茨城県農林振興公社
33 みやもと農園
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人
は
い
ず
れ
土
に
還
る
―
。
家
庭
菜
園
は
大

い
な
る
ブ
ー
ム
と
い
う
。
貸
し
出
さ
れ
る

市
民
農
園
は
急
増
し
、
メ
ー
カ
ー
の
野
菜
苗
も
消

毒
ス
プ
レ
ー
も
大
幅
に
売
上
が
伸
び
、
小
型
の
耕

運
機
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
売
れ
行
き
と
聞

く
。
喜
ば
し
い
。

人
体
に
は
農
耕
の
遺
伝
子
が
予
め
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
よ
く
聞
け
ば
昨
今
の

社
会
事
情
も
あ
る
よ
う
だ
。
跡
継
ぎ
の
い
な
い
農

家
の
畑
は
荒
れ
る
。
草
を
生
や
す
く
ら
い
な
ら
タ

ダ
同
然
で
貸
し
出
し
て
も
い
い
。
そ
の
一
方
で
不

況
の
あ
お
り
か
ら
、
少
し
で
も
家
計
の
足
し
に
し

よ
う
と
野
菜
作
り
に
精
を
出
す
人
も
増
え
て
い

る
。
そ
れ
や
こ
れ
や
で
市
民
農
園
が
盛
況
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
ら
し
い
。●

野
菜
作
り
は
た
し
か
に
面
白
い
。
僕
の
持
論

は
「
農
業
は
最
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な

ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
る
が
、
お
ま
け
と
し
て
カ
ボ
チ

ャ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
競
技
は
な
い
。
も
し
か
し
て
ジ
ム
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
水
車
み
た
い
な
形
と
し
、
会
員
み

な
玄
米
持
参
、
精
米
す
れ
ば
、
つ
き
た
て
美
味
な

る
ご
は
ん
も
食
べ
ら
れ
る
、
つ
い
で
に
発
電
装
置

も
付
け
れ
ば
経
済
効
果
は
大
。
そ
う
考
え
る
こ
と

も
あ
る
が
、
特
許
出
願
は
ま
だ
の
よ
う
だ
し
、
や

っ
ぱ
り
汗
し
て
、
楽
し
ん
で
、
お
ま
け
の
景
品
ま

で
も
ら
え
る
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
畑
仕
事
だ
け
か

も
知
れ
な
い
。

た
だ
本
家
ス
ポ
ー
ツ
が
ハ
ー
ド
な
練
習
や
筋
ト

レ
で
も
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
も
ま
た
甘

い
果
実
ば
か
り
と

は
い
か
な
い
。
苦

難
あ
っ
て
「
結
果
」

が
あ
る
。
あ
る
経

済
記
事
だ
と
家
庭

菜
園
を
始
め
た
人

の
四
割
が
１
年
以

内
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ

す
る
ら
し
い
。
お
ま
け
の

景
品
ば
か
り
に
目
が
行

き
、
辛
い
練
習
に
は
耐
え

ら
れ
な
い
「
選
手
」
だ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ふ
だ
ん
の
練
習
が
キ
ツ

け
れ
ば
キ
ツ
イ
ほ
ど
、
得

ら
れ
た
果
実
は
甘
い
。
休

憩
時
間
に
吹
く
風
が
汗
ま

み
れ
の
肌
に
心
地
よ
い
。

こ
の
こ
と
は
、
長
い
歳
月

で
わ
が
身
体
を
通
し
初
め

て
知
る
。

僕
は
草
取
り
か
ら
畝
立

て
天
地
返
し
ま
で
み
な
手

作
業
。
足
腰
強
健
で
な
い

と
い
け
な
い
が
、
と
り
わ

け
活
躍
す
る
の
は
十
本
の

指
か
。
酷
使
さ
れ
る
我
が

手
、
そ
れ
を
こ
こ
で
じ
っ

と
見
る
。

梅
雨
末
期
、
高
温
と
湿
気
で
爪
は
ふ
や
け
る
。

草
に
削
ら
れ
、
の
こ
ぎ
り
刃
み
た
い
に
な
る
。

●

農
を
楽
し
む
―
。
後
の
果
実
を
よ
り
甘
く
、

後
で
吹
か
れ
る
風
を
よ
り
心
地
よ
く
す
る

た
め
、
作
業
を
ハ
ー
ド
に
す
る
。
２
時
間
ご
と
に

遊
び
の
時
を
持
つ
。
愛
猫
ト
ラ
が
退
屈
し
の
ぎ
に

や
っ
て
来
れ
ば
土
の
上
で
抱
き
合
い
お
し
ゃ
べ
り

し
よ
う
。
チ
ャ
ボ
も
ま
た
来
る
。
ト
ラ
ほ
ど
に
会

話
能
力
は
な
い
。
で
も
自
分
の
名
前
く
ら
い
は
覚

え
る
。
イ
チ
ロ
ー
、
大
チ
ャ
ン
、
イ
チ
バ
ン
、
ニ

バ
ン
、
タ
カ
コ
に
ミ
ホ
。
呼
べ
ば
返
事
す
る
。
ち

ょ
っ
と
困
る
の
は
打
ち
起
こ
す
土
か
ら
出
る
虫
を

鍬
の
刃
先
で
じ
っ
と
待
つ
こ
と
か
。
そ
ん
な
に
寄

る
な
、
危
な
い
。
串
焼
き
だ
ぞ
、
焼
き
鳥
だ
ぞ
。

し
か
し
チ
ャ
ボ
た
ち
、
こ

の
言
葉
に
は
理
解
が
及
ば

な
い
。

楽
し
み
は
も
う
ひ
と

つ
、
写
真
。
栽
培
履
歴
を

記
録
す
る
と
い
う
実
利
も

あ
る
が
、ほ
と
ん
ど
遊
び
。

デ
ジ
カ
メ
三
台
。
雨
の
日

で
も
、
こ
れ
だ
と
思
う
被

写
体
に
出
会
う
と
す
ぐ
使

え
る
よ
う
野
菜
桶
で
ふ
た

し
て
畑
に
置
く
。
カ
メ
ラ

を
手
に
、そ
こ
ら
を
巡
る
。

巡
り
な
が
ら
現
地
調
達
で

お
や
つ
を
口
に
入
れ
る
。

梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
は

イ
チ
ゴ
、
ク
ワ
の
実
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ

ー
、
ス
モ
モ
。
目
一
杯
の

練
習
と
汗
の
「
結
果
」
が

こ
こ
に
あ
る
。
僕
の
果
物

は
野
菜
ほ
ど
に
は
金
に
な
ら
な
い
。
で
も
果
樹
栽

培
そ
れ
自
体
が
大
い
な
る
娯
楽
。

●

こ
れ
か
ら
農
業
に
転
進
し
た
い
と
願
う
人
た
ち

へ
―
。自
分
は
ど
れ
だ
け「
そ

れ
」
が
好
き
な
の
か
、
一
度

よ
く
自
問
し
て
み
よ
う
。
野

球
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
バ

カ
が
つ
く
ほ
ど
好
き
な
ら
ば

キ
ツ
イ
練
習
に
耐
え
ら
れ

る
。耐
え
れ
ば
い
つ
の
日
か
、

栄
冠
の
時
、
妻
や
夫
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
す
る
時
が
、
き
っ
と

や
っ
て
く
る
。

中
村 

顕
治

第 1 5 回

農
を
楽
し
む

【なかむら・けんじ】　昭和22年山口県生ま
れ。33歳で築50年の農家跡に移住。現在
は千葉県八街市在住。典型的な多品種少量
栽培を実践。チャボを庭に放任飼育する。
ブログ「食うために生きる̶脱サラ百姓日記」
http://blogs.yahoo.co.jp/tamakenjijibaba



農林漁業
就業ステップ

農林漁業に興味がある、農林漁業に就きたいと思っても、
どのような方法で就業できるかがわからないという声をよく聞く。
情報不足やイメージ先行による就業で
「こんなはずではなかった」と、なる場合も多い。
そのため今回の特集では、「農林漁業就業ステップ」として、
実際に農林漁業に就いた人が、
どのようなプロセスを経て就業したのかを、わかりやすく示した。
紹介する人は皆、支援制度や研修を経て農林漁業に就業している。
その理由や考え方も含めて参考としてほしい。

特集1
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藤
野
愛
美
さ
ん
（
24
歳
）
は
東
京
都
小
平
市

の
出
身
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指

し
短
大
で
勉
強
中
に
、
環
境
問
題
に
関
心
を
も

ち
、
と
く
に
食
の
問
題
に
対
し
て
意
識
が
高
ま

る
よ
う
に
な
る
。

就
職
活
動
を
始
め
る
1
年
生
の
秋
に
「
安
全

な
食
べ
物
を
自
分
で
作
る
農
家
に
な
る
！
」
と

決
意
。
し
か
し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
育
ち
で
、

農
業
や
農
家
に
は
ま
っ
た
く
縁
が
な
い
。
そ
こ

で「
現
実
的
で
最
短
の
道
は
？
」と
考
え
た
結
果
、

法
人
就
職
に
的
を
絞
っ
た
。

（社）
日
本
農
業
法
人
協
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
「
農
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着

き
、
受
け
入
れ
法
人
の
情
報
を
収
集
。
2
年
の

時
に
3
か
所
の
法
人
で
短
期
研
修
を
経
験
し

た
。
そ
の
う
ち
最
も
楽
し
く
働
き
や
す
い
環
境

だ
っ
た
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
で
、
1
年
間
の
長
期
研

修
の
後
、
念
願
か
な
っ
て
正
社
員
に
な
っ
た
。

2006年
環境意識に目
覚め、
農業に興味

2006年秋～
インターネット
で研修先の
情報収集

2007年春～夏
3カ所の農業
法人で
短期研修

2008年4月～
短期研修した
法人で1年間
の長期研修

2009年4月～
長期研修を終
え正社員に
採用

研修後、農業法人に就職した
山梨県中

ち ゅ う お う し

央市　藤
ふ じ の

野 愛
ま な み

美さんの道のり
農業

農業インターンシップの
HPと農業法人のHPをチェック。
「新・農業人フェア」には
1度だけ足を運びました
研修を受け入れている農業法人の一覧は、ひととおり全国く
まなく見ました。「新・農業人フェア」には2年生の10月に、
3か所の短期研修の後ですが、新たな出会いがあればと、行
ってみました。結局、サラダボウルの田中社長に再会して、
長期研修先を決めることになったのです。

突然エコに目覚めちゃったんです。
やがて、環境にも体にもいい
農業に興味が
グラフィックデザインの専門学校を出てから、もっと本格的
に勉強したいと思って短大に入学したのですが、突然エコに
目覚めちゃったんです。最初はレジ袋をもらわないとか小さ
なことから始めましたが、ちょうど食品偽装事件などが続き、
将来子どもを産むことも思うと「安全な食べ物は自分で作ら
なくちゃ！」と農業に目が向くようになりました。

情報
収集は？

きっかけ
は？
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「
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

と
は
？

「
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
は
、
主
に
学

生
と
社
会
人
を
対
象
と
し
た
就
業
体
験
で
、
全

国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
る
。

受
入
先
と
し
て
、
全
国
約
1
5
0
の
農
業
法

人
が
登
録
し
、
協
力
し
て
い
る
。
研
修
費
は
無

料
で
、
宿
泊
や
食
事
は
研
修
先
が
提
供
す
る
。

1
週
間
以
上
2
カ
月
以
内
の
短
期
研
修
だ

が
、
農
作
業
や
農
村
生
活
の
実
際
を
体
験
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
農
業
へ
の
適
性
も
見

極
め
ら
れ
る
と
体
験
者
か
ら
の
評
価
は
高
い
。

研
修
で
体
験
で
き
る
こ
と
は
？

藤
野
さ
ん
は
、
07
年
春
に
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
で

2
週
間
、
同
年
夏
に
千
葉
と
新
潟
の
農
業
法
人

で
そ
れ
ぞ
れ
1
週
間
ず
つ
短
期
研
修
を
し
た
。

「
初
め
て
の
体
験
は
な
に
も
か
も
が
新
鮮
で
、

農
業
は
い
い
な
ー
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」

3
か
所
と
も
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
と
く
に

な
く
、
指
示
さ
れ
た
仕
事
を
こ
な
す
内
容
だ
っ

た
が
、
実
際
に
土
に
触
れ
体
を
動
か
す
実
体
験

は
、
農
業
を
職
業
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に

役
立
っ
た
と
い
う
。
た
だ
短
期
間
だ
け
に
「
な

に
を
学
び
、
感
じ
、
つ
か
み
と
る
か
」
は
本
人

の
意
識
し
だ
い
。
こ
れ
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
い
う
。

正
社
員
に
な
る
た
め
に
、

長
続
き
の
ヒ
ン
ト

朝
5
時
の
勉
強
会
か
ら
1
日
が
始
ま
り
、
暗

く
な
る
ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
。
藤
野
さ
ん
は

早
く
仕
事
を
覚
え
、
男
性
と
同
じ
仕
事
量
を
こ

な
そ
う
と
頑
張
っ
た
。
し
か
し
腰
や
肩
が
つ
ら

く
、
続
け
ら
れ
る
か
体
力
面
で
不
安
だ
っ
た
。

窮
地
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
、
社
長
が
導
入

し
た
〝
Ｖ
シ
ャ
フ
ト
〞
と
い
う
運
動
器
具
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
。
重
心
移
動
を
利
用
し
た
上
手
な

動
き
を
体
得
し
、
驚
く
ほ
ど
作
業
が
楽
に
な
っ

た
と
い
う
。
正
社
員
に
な
っ
て
責
任
は
重
く
な

っ
た
が
、
自
分
で
栽
培
計
画
を
立
て
成
果
を
出

す
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
日
々
だ
。

ようやく自分にゆとり
夢は農園つきカフェを開くこと
最近、ふと自分に余裕ができたと感じることがあって、そ
んな時「ここまで頑張ってきてよかったな」と思います。
仲間の助けはもちろん、就農に反対した父が家庭菜園を
始めて写真を送ってきたりして。周囲の支えのおかげで
す。いつか、実家の近くでカフェつきの農園を経営する
のが夢です。

仲間がいて短期研修が楽しかったのと、
理念のある農業で、
お給料が安定していたことかな
サラダボウルは若い仲間が多く温かい雰囲気があって、
短期研修がとても楽しかったんです。研修後も何度か遊
びに行ったくらいです。ただ、就職先としては楽しいだけ
ではダメ。有機減農薬の農業をしていること、お給料が
安定している上、寮もあって働きやすい環境なのが決め
手でした。

実家に近い関東地方の
農業法人で、有機農業、
HPが充実していて
イメージしやすい所を選びました
同級生がデザイン事務所でインターンシップ先を探すのと
同じ感覚で、私は農業法人を当たりました。「農業インター
ンシップ」HPの法人リストから、関東で有機農業をやって
いる法人に絞りましたが、結果的にHPが充実していて農場
の様子や作業をイメージしやすい法人を選びました。

現在は？

長期
研修は？

短期
研修は？

採
用
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
田
中
進
社
長
は
地
元
農

家
出
身
。
農
業
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
、
高
年
収

の
勤
め
を
辞
し
て
、
2
0
0
4
年
に
農
業
法

人
を
設
立
し
た
。「
農
業
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
カ
ッ
コ
よ
く

て
幸
せ
に
な
れ
る
農
業
を
実
践
中
だ
。

会
社
の
基
本
は
人
づ
く
り
。
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

で
は
研
修
希
望
者
は
す
べ
て
受
け
入
れ
る
。

「
農
業
が
好
き
で
夢
中
に
な
れ
る
情
熱
が
あ

る
こ
と
が
一
番
大
事
。
心
体
の
す
べ
て
を
使
う

農
業
は
、
自
然
体
で
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
」
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佐
藤
巧
さ
ん
（
59
歳
）
は
、
31
年
勤
め
た
会

社
を
定
年
目
前
の
54
歳
で
早
期
退
職
し
た
。「
生

涯
現
役
、
夫
婦
2
人
で
で
き
る
仕
事
」
を
考
え

た
末
、農
業
を
目
指
す
こ
と
に
。「
終
の
す
み
か
」

に
は
海
が
近
く
温
暖
な
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
。
車

で
旅
を
し
な
が
ら
瀬
戸
内
海
周
辺
で
就
農
先
を

探
し
回
っ
た
が
、
な
か
な
か
縁
が
な
い
。

そ
こ
へ
、
東
京
で
偶
然
出
会
っ
た
高
知
の
ア

ス
パ
ラ
農
家
に
「
う
ち
で
働
か
な
い
か
」
と
誘

わ
れ
思
い
切
っ
て
単
身
、
高
知
へ
。
ア
ス
パ
ラ

の
仕
事
は
生
産
体
制
が
不
十
分
で
す
ぐ
に
辞
め

た
が
、
宿
舎
目
当
て
に
入
っ
た
農
業
大
学
校
の

「
窪
川
ア
グ
リ
体
験
塾
」
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
大

き
く
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
独
立
の
た
め
の
農

地
と
家
は
研
修
の
合
間
に
探
索
。
努
力
と
苦
労

の
か
い
あ
っ
て
妻
の
美
智
子
さ
ん
（
55
歳
）
の

実
家
が
あ
る
土
佐
清
水
市
で
運
に
恵
ま
れ
、
見

事
研
修
修
了
と
同
時
に
独
立
と
あ
い
な
っ
た
。

2005年2月
31年勤めた
会社を
早期退職

2005年春～
車で旅をしな
がら
移住先探し

2006年3月～
高知県立農業
大学校で
1年間研修

2006年5月～
高知県内で
農地と家を
探す

2007年3月～
土佐清水市に
移住、
独立就農

農業大学校を経て独立就農した
高知県土

と さ し み ず し

佐清水市　佐
さ と う

藤　巧
た く み

さんの道のり
農業

ネットで多くの情報に
当たるより
人とのつながりや縁を信じる
定年後に瀬戸内の島でイチゴ農家になった人をテレビで
見て「いいなあ」と。研修したいと訪ねましたが「小規
模だから無理。若いし自立を」といわれました。インタ
ーネットでの情報収集はしていません。「新・農業人フェ
ア」は05年に一度行きましたが、あいにく出会いはなか
ったですね。

体力があるうちに、
後半生をかけるなにかを始めたかった
31年間家族のために働いてきたけれど、子どもも独立したし、
あとは好きなことをしようか…と、体力がある今のうちに早
期退職制度を利用しました。農業の経験はなかったんですが、
アウトドアが好きで、よく家族でキャンプに行ったりしてい
たので、屋外の仕事も大丈夫かなと。生涯現役、夫婦2人で
こじんまりやれるのも条件に合いました。

情報
収集は？

きっかけ
は？
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農
業
大
学
校
と
は
？

農
業
大
学
校
は
、
就
農
希
望
者
の
た
め
に
各

県
が
運
営
す
る
農
業
者
養
成
学
校
。
各
県
に
1

校
ず
つ
設
け
ら
れ
て
い
て
、
農
業
実
習
を
中
心

と
し
た
実
践
的
な
内
容
に
重
き
を
置
く
。

高
知
県
で
は
教
育
課
と
は
別
に
研
修
課
「
窪

川
ア
グ
リ
体
験
塾
」
を
設
置
。

長
期
研
修
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
、
研
修
期
間
は
3
カ

月
〜
12
カ
月
。
研
修
料
は
1

日
4
8
0
円
。
座
学
と
実
習

の
他
、
先
進
農
家
で
の
研
修

も
含
ま
れ
る
。
修
了
後
は
高

知
県
内
で
就
農
し
、
地
域
に

溶
け
込
ん
だ
農
業
を
営
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

農
地
と
家
の
確
保
は
、

妻
の
縁
か
ら

高
知
で
は
県
内
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
新

規
就
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
独
立
支
援
を
す
る

が
、
具
体
的
な
話
は
市
町
村
レ
ベ
ル
で
進
む
。

佐
藤
さ
ん
は
地
域
を
絞
る
た
め
、
研
修
の
合
間

に
あ
ち
こ
ち
回
っ
た
。
実
は
美
智
子
さ
ん
は
土

佐
清
水
市
の
出
身
。
移
住
と
帰
郷
は
切
り
離
し

て
い
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
集
落
を

土
佐
清
水
で
見
つ
け
る
。

市
は
就
農
相
談
に
親
身
だ
っ
た
が
、
な
か
な

か
農
地
が
借
り
ら
れ
な
い
。
時
間
と
と
も
に
焦

り
が
募
り
出
し
た
こ
ろ
、
美
智
子
さ
ん
の
同
級

生
の
実
家
が
そ
の
集
落
で
、
農
地
の
借
り
手
を

探
し
て
い
る
と
知
る
。
借
家
も
苦
戦
し
た
が
、

農
地
の
縁
か
ら
縁
が
つ
な
が
り
集
落
内
で
確
保

で
き
た
。

ま
じ
め
な
農
作
業
で

信
頼
を
得
る

佐
藤
さ
ん
は
研
修
修
了
と
同
時
に
移
住
し
、

農
作
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
に
借

り
た
農
地
は
「
25
㌃
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
具

つ
き
」
の
好
条
件
。
1
年
目
は
ご
近
所
農
家
の

勧
め
と
指
導
で
、
オ
ク
ラ
を
10
㌃
栽
培
し
た
。

「
地
域
に
溶
け
込
む
に
は
あ
い
さ
つ
が
基
本
。

そ
れ
と
素
直
に
教
え
て
も
ら
う
姿
勢
が
大
事
。

ま
じ
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
認
め
て
も
ら
え
、

距
離
が
縮
ま
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
」

2
年
目
以
降
は
農
地
を
増
や
し
、
土
佐
清
水

市
が
産
地
化
を
目
指
す
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
そ
の

後
作
と
し
て
水
稲
も
手
が
け
て
い
る
。

地域の受け入れが
最大の不安でした。
運よく人間関係に恵まれ、農業も順調です
農地とトラクターは、借りることができ、家は納屋も菜園
もあり、期待以上の環境。周囲は親切かつ適度な距離感
もあり、とてもいい関係です。農業は向いていたようで、
今の満足度は120％。家内も「東京でしていたパートよ
り楽しい」と一緒にやってくれています。

大学校での研修のおかげで
基礎ができました。
しかし、農地と家探しは苦戦しました
大学校は、アスパラ農家から宿舎的に紹介されたのです
が、アスパラの仕事はすぐ辞めて、学校の研修に専念し
ました。農機具の使い方、栽培の基礎など、独立就農に
欠かせない最低限の知識と技術を習得でき、本当によか
ったです。ただ、農地と家の確保はすべて自力。これが
ひと苦労でした。

移住先を求めて
瀬戸内周辺を車で旅。
東京での偶然の出会いから高知へ
瀬戸内に移住したいと1週間ずつ6回ほど車で旅しました。
回ったのは市の就農相談窓口。親切な市もありましたが農地
と家の担当が別で話が進まず断念。その矢先、浅草を散策中
に通りがかった「高知県四万十物産店」のイベントで窪川の
アスパラ農家と出会い、県立農業大学校も紹介されました。
資金は大学校の費用も含めて、生活費、農具・種苗代を必要
経費と見積もり、1000万円くらい準備していました。

独立後
は？

独立
準備は？

就農
活動は？

体
験
塾
指
導
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

「
や
る
気
と
本
気
で
打
ち
込
む
心
構
え
」
が

あ
れ
ば
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
で
も
独
立
し
就
農
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
独
立
は
誰
に
で
も
で
き

ま
す
。
長
期
研
修
の
期
間
は
イ
コ
ー
ル
独
立
準

備
期
間
で
す
。
本
学
と
宿
舎
を
足
場
に
、
情

報
収
集
や
先
進
農
家
で
の
研
修
、
農
地
探
し

な
ど
が
で
き
、
先
進
農
家
に
そ
の
ま
ま
就
職
す

る
人
も
。
夢
を
実
現
し
て
い
る
人
を
次
々
出
し

て
い
ま
す
。

ま
た
本
学
で
は
、
就
農
希
望
の
多
様
化
に

合
わ
せ
、
熟
年
コ
ー
ス
や
、
大
阪
と
東
京
で
の

座
学
ス
ク
ー
ル
開
設
な
ど
門
戸
を
広
げ
て
い
ま

す
（
窪
川
ア
グ
リ
体
験
塾
課
長　

川
瀬
一
郎
さ

ん
／
16
頁
参
照
）。

特集1
農林漁業就業ステップ
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2
0
1
0
年
4
月
、
長
野
県
木
曽
郡
の
林
業

事
業
体
「
ひ
の
き
精
香
株
式
会
社
」
に
就
業
し

た
久
保
田
順
一
さ
ん
（
25
歳
）。
長
崎
な
ど
で
海

上
自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
し
た
後
、
09
年
5
月
、

実
家
の
あ
る
長
野
県
松
本
市
に
U
タ
ー
ン
し
た
。

就
職
活
動
の
一
環
と
し
て
久
保
田
さ
ん
が
利

用
し
た
の
が
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
全
国

で
企
画
し
て
い
る
「
林
業
就
業
支
援
講
習
」。

「
実
際
に
山
で
作
業
し
て
、
身
体
的
な
き
つ
さ

や
事
故
の
危
険
性
が
実
感
で
き
ま
し
た
」
と
久

保
田
さ
ん
。

ま
た
現
在
の
職
場
の
専
務
取
締
役
、
吉
川
正

樹
さ
ん
と
の
偶
然
の
出
会
い
も
あ
っ
た
。

「
吉
川
さ
ん
が
知
り
合
い
の
講
師
陣
に
会
い

に
来
て
い
た
ん
で
す
。
環
境
問
題
に
関
心
が
あ

り
、『
長
期
的
に
人
を
育
て
た
い
』
と
い
う
考
え

方
に
強
く
共
感
し
ま
し
た
。
長
野
県
林
業
労
働

財
団
主
催
の
『
共
同
説
明
会
』
で
お
会
い
し
た

2009年10月
ハローワーク
や新聞で
情報収集

2009年11月
林業就業支援
講習を受講

2010年2月
長野県林業労
働財団の共同
説明会に参加

2010年3月
トライアル雇
用での
短期就業

2010年4月
ひのき精香株
式会社に就業

就業前に山仕事を体験。
林業の厳しさを肌で知る
チェーンソーでの間伐などをとおして、現場での仕事が
具体的にイメージできました。就業前にこのような体験
ができることは本当に貴重だと思います。参加者の年齢
層も20代から60代と広く、刺激を受けました。講習後
に修了証が取得できるのもありがたかったです。

新聞広告で
林業就業支援講習を知る。
林業に就いた友人の兄に相談も
情報収集はほとんどせずに済みましたね。林業就
業支援講習は、信濃毎日新聞（日曜版）の募集広
告を見て参加し、共同説明会も講習時に案内をも
らいましたし…。ハローワークの林業の求人があ
まりなかったので助かりました。また、同じ業界
で働く友人のお兄さんに話を聞きましたよ。

体験・
研修は？

情報
収集は？

林業就業支援講習を経て林業に就業した
長野県上

あげまつちょう

松町　久
く ぼ た

保田順
じ ゅ ん い ち

一さんの道のり
林業

と
き
は
や
る
気
を
猛
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
」

熱
意
が
実
り
、
見
事
採
用
。
吉
川
さ
ん
の
指

導
の
下
、
新
た
な
道
を
踏
み
出
し
た
。
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採
用
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

山
仕
事
に
就
き
た
い
人
は
、
ま
ず
や
る
気

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
林
業
は
続
け
る
だ
け

で
も
大
変
な
仕
事
。「
き
つ
く
て
危
険
だ
か
ら
、

止
め
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
」
と
い
っ
て

も
、「
そ
れ
で
も
や
り
た
い
！
」
と
来
て
く
れ

る
よ
う
な
、
勢
い
の
あ
る
人
が
ほ
し
い
。

ま
た
「
素
直
な
人
」
と
い
う
の
も
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
技
術
が
あ
っ
て
も
自
分
の
や
り
方

だ
け
に
固
執
し
て
い
る
人
と
は
、
一
緒
に
仕

事
が
し
に
く
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
最
後
に
「
休
日
を
ど
う
過
ご
す
か
」。

休
み
を
充
実
さ
せ
て
仕
事
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
く
れ
る
人
が
い
い
で
す
ね
。（
ひ
の
き
精

香
株
式
会
社
専
務
取
締
役　

吉
川
正
樹
さ
ん
）

左から長野県木曽地方事務所の吉川さん、財
団法人長野県林業労働財団の加藤さん、ひ
のき精香株式会社の吉川さん、久保田さん

林
業
就
業
支
援
講
習
と
は
？

「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
と
は
、
林
業
就
業

希
望
者
向
け
に
実
施
す
る
、
約
20
日
間
の
講
習

の
こ
と
。
森
林
や
林
業
の
基
礎
知
識
に
、
刈
払

機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方
、
救
命
方
法
な

ど
基
本
的
な
知
識
や
技
術
が
学
べ
る
。

た
だ
し
「
こ
こ
数
年
は
希
望
者
が
多
く
、

2
0
0
9
年
11
月
の
開
催
時
に
は
、
定
員
25
人

に
対
し
て
応
募
者
が
70
人
。
抽
選
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
」（
長
野
県
林
業
労
働

財
団
理
事
長　

加
藤
英
郎
さ
ん
）。

実
施
時
期
は
地
域
で
異
な
る
が
、
長
野
県
林

業
労
働
財
団
で
は
、
開
催
の
ひ
と
月
程
前
に
Ｈ

Ｐ
や
新
聞
で
告
知
を
す
る
。
ま
た
就
業
希
望
登

録
を
し
た
人
に
は
、
開
催
通
知
を
送
付
し
て
い

る
そ
う
だ
。

共
同
説
明
会
と
は
？

都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、
県
内
の
林
業
事
業

体
を
集
め
て
、
合
同
の
就
職
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。
一
般
的
に
は
、
①
県
内
林
業
の
状
況
や

雇
用
条
件
の
説
明
を
行
い
、
②
事
業
体
と
就
業

希
望
者
間
で
の
面
接
、
③
事
業
体
は
採
用
し
た

い
人
材
を
、
就
業
希
望
者
は
入
り
た
い
事
業
体

を
複
数
提
示
、
④
後
日
、
双
方
の
条
件
を
マ
ッ

チ
さ
せ
、
具
体
的
な
交
渉
に
入
る
流
れ
だ
。

長
野
県
で
は
、
10
年
2
月
時
の
説
明
会
で
27

人
の
求
人
に
対
し
、
2
3
1
人
の
応
募
が
あ
り
、

う
ち
15
人
が
就
業
し
た
。

「
狭
き
門
で
す
が
、
事
業
体
ご
と
に
求
め
る
人

材
は
さ
ま
ざ
ま
。
若
者
が
多
い
で
す
が
、
社
会

適
応
力
の
あ
る
40
代
以
上
を
望
む
と
こ
ろ
も
あ

る
。
諦
め
ず
に
挑
戦
を
」（
加
藤
さ
ん
）

「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
つ
い
て

「
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業
（
通
称
：
緑
の

雇
用
事
業
）」
と
は
、
森
林
組
合
や
林
業
事
業

体
に
新
規
就
業
し
た
人
を
対
象
に
、
森
林
整
備

の
技
術
習
得
を
支
援
す
る
事
業
の
こ
と
。

現
場
で
指
導
を
受
け
る
「
実
地
研
修
」
と
、

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
「
集
合
研
修
」
が
あ
る
。

1
年
目
は
基
本
研
修
、
2
年
目
は
技
術
高
度
化

研
修
、
3
年
目
は
森
林
施
業
効
率
化
研
修
と
、

段
階
を
踏
ん
で
い
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
。
ま
た

林
業
の
仕
事
が
体
験
で
き
る
短
期
就
業
支
援
、

「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」（
最
長
3
カ
月
）
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。

同
事
業
は
、
今
後
、
5
年
目
・
10
年
目
研
修

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

目的の1社に直行。
じっくり話して
やる気をアピール
「共同説明会」は、求人募集をしている県内の林業事業体
と就業者の集団面接です。開催日前に、事業体一覧と雇
用条件が提示された書類が配られていたので、入りたい
事業体をあらかじめ吟味しましたよ。当日は、熱意を示
すために、現在の就業先の面接だけを受けました。

3カ月未満の短期就業
「トライアル雇用」を
体験
現在の職場に勤務する前、緑の雇用事業の「トライアル
雇用」として、松本市の林業事業体で1カ月ほど働きま
した。今の仕事は森林整備ですが、そこでは造材なども
行っていました。休憩の取り方なども違っていて、事業
体によってさまざまなスタイルがあると思いました。

平日は天候を問わず働き、
土日に英気を養う
完全週休2日制
会社近くのアパートで一人暮らしを
しています。勤務時間は午前7時
30分～午後3時40分くらいまで。
林業では珍しい完全週休2日制の会
社なので、平日は大雨でも作業して
います。身体はまだ慣れませんが、
休みの日には朝6時に自然と目が覚
めるようになりました。

就職
活動は？

就業後
は？

現在は？

特集1
農林漁業就業ステップ



No.17  2010  夏号 10

2
0
0
9
年
2
月
、
2
年
に
及
ぶ
研
修
を
経

て
、
オ
ー
ナ
ー
漁
師
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た

伊
藤
浩
一
さ
ん
（
38
歳
）。
漁
業
と
は
無
縁
の
世

界
で
生
き
て
き
た
、
な
ん
の
ツ
テ
も
コ
ネ
も
も

ち
合
わ
せ
て
な
い
伊
藤
さ
ん
の
活
路
を
切
り
開

い
た
の
が
、山
口
県
の
漁
業
就
業
支
援
制
度
「
ニ

ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
確
保
育
成
推
進
事
業
」
だ
。

「
妻
の
父
が
使
っ
て
い
た
船
も
あ
る
し
、
海
が

好
き
だ
か
ら
漁
師
に
な
れ
た
ら
い
い
な
…
、
と

い
っ
た
思
い
で
目
指
し
た
漁
師
で
す
が
、
研
修

に
向
け
て
の
説
明
を
受
け
る
に
従
い
、『
プ
ロ
と

し
て
の
技
術
』『
海
に
出
る
た
め
の
知
識
』
を
備

え
な
け
れ
ば
漁
師
と
し
て
は
や
っ
て
い
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」
と
伊
藤
さ
ん
。

半
年
に
及
ん
だ
事
前
説
明
で
は
厳
し
い
漁
業

の
現
実
も
伝
え
ら
れ
た
が
、
彼
の
決
心
は
揺
ら

が
な
か
っ
た
。
長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
す
る

と
同
時
に
研
修
を
開
始
。
２
年
間
の
研
修
の
な

2006年8月
地元の漁師に
掛け合い、
情報収集

2006年8月～2007年2月
県・市、漁協
を交えて
研修の説明

2007年2月
鉄鋼会社を
退職

2007年2月
師匠の船に
乗り込み
研修開始

2009年2月
研修終了、漁
師として独立

たまたま知り合った
漁師さんが教えてくれた
「ニューフィッシャー確保育成推進事業」
漁業に就こうと腹は決まったものの、どうしたら
いいのかサッパリわからなくて…。そんな時、た
またま知り合った漁師さんがいろいろ教えくれて、
そこで初めて「ニューフィッシャー確保育成推進
事業」の存在を知ることができました。聞いた瞬
間、“それだ！”って思いましたね。

半年にわたり、
研修の説明を受ける。
決心は揺るがず、ついに退職。研修へ
鉄鋼会社に勤務しながら、約半年間、県・市の職員
さん、漁協職員の方、地元の漁師さんたちと研修の
内容を詰めていきました。漁業の現状についても事
細かな説明を受けましたが“漁師になる”と決めて
いましたので、会社の退職と同時に研修をスタート
させました。迷いはありませんでしたね。

情報
収集は？

転職
活動は？

漁業就業支援制度を利用し、漁師として独立した
山口県下

しものせきし

関市豊
ほうほくちょう

北町　伊
い と う

藤 浩
こ う い ち

一さんの道のり
漁業

か
で
沿
岸
漁
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
漁
法
を

学
び
、
多
く
の
漁
師
と
知
り
合
う
こ
と
で
、
プ

ロ
と
し
て
の
覚
悟
、
技
術
・
知
識
を
習
得
し
た
。

漁業に就く前から船舶の免許を取得
していただけあり、操舵技術はなかな
かのもの。独立してまだ１年半ながら、
表情はすっかり“海の男”だ。
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自分の船を操り
単身、大海原で奮闘中！
研修では建網の技術も習得しましたが、単独での
作業が難しいこともあり、一本釣り漁（アジ、イ
サキ、ブリ等）をメインに、季節に応じて潜海漁
をしています。自分の判断一つで結果が大きく変
わるので、難しい部分もありますが、刺激的な毎
日を送っています。

支援制度を利用して
2.2トン船のリースを受ける
義父から譲ってもらった船での漁が理想的だった
のですが、経年劣化に加えて痛みがひどく、研修
中にダメになってしまいました…。現在は支援制
度を利用して、2.2トン船のリースを受け、漁を
しています。船名は義父の船と同じ「大勝丸」と
名付けました。

現場で様々な漁法を
習得するも
人間関係で苦労することに…
計5人の師に付き、サザエ網やイカのタンポ流し、
一本釣りなど沿岸漁業のノウハウを学びました。
漁師は職人気質な人が多く、意外なところで人間
関係に苦しめられましたね。辛いことばかりだっ
たけど、新しいことを知る楽しみもあって、一度
も辞めようとは思いませんでした。

現在は？

船は？

体験・
研修は？

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

確
保
育
成
推
進
事
業
と
は
？

山
口
県
で
は
、
新
た
に
漁
業
に
就
業
し
よ
う

と
す
る
人
の
た
め
に
、
募
集
か
ら
研
修
、
着
業

ま
で
一
環
と
し
た
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
。

同
事
業
の
主
な
支
援
は
次
の
3
つ
。

支
援
①

山
口
県
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
就
業
情
報
の
発
信
や
相
談
窓
口
の
設

置
を
行
う
と
と
も
に
、
就
業
希
望
者
が
就
業
先

を
決
め
る
前
段
階
と
し
て
、
1
泊
2
日
程
度
の

漁
業
体
験
（
短
期
研
修
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

支
援
②

師
匠
と
な
る
漁
業
者
の
船
に
乗
り
込
み
な
が

ら
、
最
長
２
年
間
の
漁
業
研
修
（
長
期
研
修
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
修
期
間
中
は
月

15
万
円
の
研
修
支
援
費
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
（
親
と
同
居
の
場
合
は
10
万
円
）。

た
だ
し
、
研
修
終
了
後
1
年
以
内
に
研
修
地

域
内
で
漁
業
に
従
事
し
、
そ
の
後
3
年
間
漁
業

を
続
け
な
け
れ
ば
、
研
修
支
援
費
を
返
還
す
る

義
務
が
あ
る
。

支
援
③

新
規
漁
業
就
業
者
が
独
立
す
る
際
に
必
要
な

漁
船
・
漁
具
に
つ
い
て
漁
協
か
ら
リ
ー
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
漁
船
・
漁
具
を
購
入
す
る
際
に
、
漁

協
か
ら
無
利
子
・
低
利
子
で
資
金
の
融
資
を
受

け
ら
れ
る
。

採
用
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

最
近
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
は
漁
師
の
格
好

よ
い
部
分
ば
か
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
の
漁
業
は
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
単
純
な
仕
事
で
は
な
い
ん

で
す
。
漁
以
外
に
も
餌
の
仕
入
れ
や
道
具
の
手

入
れ
、
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
燃
料
を
は
じ
め

と
す
る
経
費
の
計
算
、
市
場
へ
の
出
荷
な
ど
、

非
常
に
多
く
の
雑
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
漁
協
と
し
て
も
、
漁
師
さ
ん

が
漁
に
専
念
で
き
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
思
う
よ
う
に
い
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

た
だ
、
テ
レ
ビ
番
組
で
も
頻
繁
に
使
わ
れ
る

〝
一
攫
千
金
〞
と
い
う
文
言
は
実
に
的
を
射
て

い
て
、
水
揚
げ
次
第
で
は
、
会
社
勤
め
で
は
あ

り
得
な
い
よ
う
な
高
収
入
を
得
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
実
際
、
水
揚
げ
量
の
多
い
少
な
い
は
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
に
加
え
、〝
運
〞
に
左
右
さ
れ

る
部
分
が
大
き
い
で
す
が
、
日
々
の
努
力
・
研

究
で
〝
運
〞
を
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
も
事
実
で

す
。
シ
ン
プ
ル
に
自
分
の
頑
張
り
が
成
果
（
漁

獲
）
↓
収
益
と
し
て
実
感
で
き
る
点
も
漁
業

な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
ね
。

ま
た
、
漁
業
は
常
に
危
険
が
伴
う
仕
事
で

す
の
で
、
勢
い
だ
け
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
し

た
〝
覚
悟
〞
を
も
っ
た
人
に
就
い
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。
覚
悟
を
も
っ
て
望
ま
れ
る
人
に

は
、
我
々
漁
協
も
一
丸
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合　

豊
浦
統
括
支
店　

　

宍
戸
実
さ
ん
）

特集1
農林漁業就業ステップ

写真は伊藤さんの相棒「大勝丸」。漁船の場合、船底は赤が一般的だが、
大勝丸は伊藤さん自らグリーンにペイント
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1981年 0歳 広島県福山市で出生

2000年 18歳 工業高校を卒業し、
調理師専門学校（広島県）入学

2002年 20歳 フランス料理店（広島県）に就職

　食に携わる仕事をしているうちに野菜をつくりたいと思
い、温暖な宮崎で就農を希望した。

2003年 22歳 農業生産を行う有限会社（宮崎県）
に就職

　当時16歳の弟を連れて、宮崎にある有限会社新福青果の
研修生となり、10カ月の研修の後、社員となった。
　体力がもたず、朝、起きたら手が開かないこともあったが、
わざわざ宮崎に来たからには独立就農を目標とした。

2005年 24歳 野菜事業部生産班の農場長に就任

　農場長として、作物の植付けから農地の点検、研修生や職
員への仕事の割り振りを行った。宮崎弁がわからなくて苦労
した。

2007年 26歳 親を宮崎に呼ぶ

2008年 27歳 独立（宮崎県）

　現在は、家族(父、弟)とともに農業をしている。経営を安
定させるため、キャベツ、サトイモを中心にニンジン、ダイ
コン、ゴボウを生産。地元の市場だけでなく、宮崎市内の市場、
契約栽培へと販路を拡大。今後は、地域の手本となる農家を
目標として頑張りたい。

目標はご近所の農家
まだまだ、これから！
宮崎県都

みやこのじょうし

城市　渡
わたなべ

邊 克
か つ み

己さん

農業に就きたい人へ
　農業は、経営を安定させることが難しいです。けれど
も試行錯誤し、実行すれば、結果が得られる仕事でもあ
ります。通常、宮崎で生産したキャベツは価格が安いの
ですが、工夫して生産したら高値で売ることができまし
た。農業は、自分自身で成功の道をつくっていけるとこ
ろがおもしろいと思います。私も、まだまだこれからです。

特
集
の
前
半
で
は
、

事
例
を
と
お
し
て
４
つ
の
農
林
漁
業
就
業
へ
の
道
の
り
を
示
し
た
。

け
れ
ど
も
道
の
り
は
い
く
通
り
も
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
も
異
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
以
前
本
誌
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

農
林
漁
業
就
業
者
の
道
の
り
を
表
に
ま
と
め
た
。

現
在
の
状
況
も
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

道
の
り
は
さ
ま
ざ
ま

が
ん
ば
る
農
林
漁
業
者
た
ち

農業
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1984年 0歳 京都府舞鶴市で出生

2000年 15歳 水産高校（京都府）に入学

　幼い時から魚が好きで、自分らしい仕事をしたいと考え、
海の近くの水産高校に入った。

2003年 18歳 建築の専門学校（京都府）に入学

　漁業関係の仕事を希望したが、親から「ほかの世界も見な
さい」と進学をすすめられ、専門学校に入学した。しかし、
就職活動中に、やはり海の仕事がしたいと思い、鹿児島で漁
業体験の研修会に参加。そこでブリ養殖に出合った。自分が
与えた餌でブリが成長することに魅かれ、ブリ養殖会社の長
元水産に就職を決めた。

2005年 20歳 ブリ養殖会社（鹿児島県）に就職

　ブリに餌をやったり、網を替えたり、出荷を行ったりする
毎日。就業当初に苦労したことは、方言が難しく、怒られて
もなにを怒られているかがわからなかったこと。体力的にも
きつかった。

2008年 24歳 結婚し、第一子誕生

　就職1年後に高校時代から付き合っていた彼女を呼び、結
婚。子どもが生まれた。現在は漁業就業5年目。仕事にも鹿
児島にも慣れてきた。出身地からは離れてはいるが、好きな
仕事ができ、家族もいるので、充実している。これからも、
ブリ養殖業を続けていく覚悟だ。

東町漁業協同組合URL：http://www.azuma.or.jp/

1974年 0歳 福岡県北九州市で出生

1994年 19歳 工業系の大学（福岡県）に入学

1998年 23歳 コンピュータ関連会社（東京都）に就職

2000年 26歳 福岡県のコンピュータ関連会社に転職

　父親が倒れたことがきっかけで地元、北九州市の会社に転
職。しかし、マンスリーマンションを借りるほど東京での仕
事が多く、なんのために戻ってきたのか疑問を感じていた。
小さい時から好きだったクワガタに熱中するようにもなり、
農業か林業に就きたいと考えるようになった。

2003年 29歳 森林組合（佐賀県）に就職

　林業の体験ツアーに参加後、ツアーの受入先だった富士大
和森林組合から求人の連絡がきたので、すぐに面接を受けた。
2カ月後、同組合に就職が決まり、林業に就業。林業はガテ
ン系のイメージがあったが、働き始めると、無駄な力を使わ
ないように、ケガをしないように…と頭を使う仕事だとわかっ
た。

2009年 35歳 現場から事務系の仕事に異動

　仕事中にチェンソーで入院するほどのケガをした。その後、
林業現場の仕事から事務的な仕事（GPSを使用した山のパ
トロール、現場写真の撮影、検査の立会等）に異動。将来の
目標は、クワガタとキノコの観光農園をつくり、それで生計
を立てることだ。

富士大和森林組合URL：http://www.fujiyamato-mori.or.jp/

コンピュータ関連会社から転職
夢に向かってます

佐賀県佐
さ が し

賀市　永
ながみね

峯 貴
た か し

志さん

魚が好きだから、
仕事が楽しい

鹿児島県長
ながしまちょう

島町（旧東
あずまちょう

町）　富
とみむろ

室 明
あ き と

登さん

林業に就きたい人へ
　林業は、危険と隣合わせの仕事です。そのため保険
などの雇用条件が重要で、それなりの覚悟も必要です。
私が、ケガをした時、森林組合が支援してくれ保険に
も入っていました。林業に就くには、たくさん情報を収
集して、自分に合った林業事業体を探してほしいと思い
ます。

漁業に就きたい人へ
　漁師になるには勇気がいりますが、自分で経験するの
が一番。やってみないとわからないです。漁業は、厳しく、
危険だといわれがちですが、私の場合、収入は安定し
ているし、魚が好きなので頑張っていけます。興味があ
るなら行動してみることをオススメします。

特集1
農林漁業就業ステップ

林業漁業
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就
業
の
第
一
歩
は
「
ど
こ
」
で
「
な
に
」

を
し
た
い
の
か
決
め
る
こ
と

農
林
漁
業
の
就
業
希
望
者
が
具
体
的
な
行
動

を
起
こ
す
時
、
情
報
を
得
る
の
に
有
効
な
の
は
、

新
規
就
業
に
関
す
る
専
門
家
で
あ
る
相
談
員
に

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

相
談
員
は
、
農
林
漁
業
就
業
フ
ェ
ア
の
総
合

窓
口
で
相
談
に
あ
た
る
ほ
か
、全
国（
都
道
府
県
）

新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
、
全
国
（
都
道
府
県
）

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
、
全
国
（
都

道
府
県
）
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
で

も
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

た
だ
し
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
に
し
て
も
、

自
分
が
「
ど
こ
」
で
「
な
に
」
を
し
た
い
の
か

…
く
ら
い
は
絞
り
込
ん
で
お
か
な
い
と
、
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
得
ら
れ
な
い
。
将
来
に
向

け
た
目
標
が
定
ま
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
具
体

的
な
道
が
定
ま
る
よ
う
な
有
効
な
情
報
を
得
る

た
め
に
も
、ざ
っ
く
り
と
で
い
い
「
ど
こ
」
で
「
な

に
」
を
し
た
い
の
か
決
め
て
い
こ
う
。

「
ど
こ
」
と
「
な
に
」
を
決
め
る
に
は
、

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
必
要

「
ど
こ
」
で
「
な
に
」
を
し
た
い
の
か
…
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
な
り
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
け
る
か
―
―
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
と
し
て
本
誌
に
登
場
し
た
農
林
漁
業
就
業

者
が
描
い
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
見
て
み
よ
う
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
1

大
阪
府
出
身
の
26
歳
。「
婚
約
者
の
実
家
」
が

あ
る
徳
島
県
で
就
農
し
た
い
。
結
婚
し
子
ど
も

が
ほ
し
い
の
で
「
生
活
の
安
定
」
を
第
一
に
考

え
「
農
業
法
人
」
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
2

50
歳
を
前
に
農
業
で
「
独
立
」
し
よ
う
と
思

っ
た
。
調
べ
た
ら
岡
山
・
島
根
・
鹿
児
島
の

「
3
県
で
月
15
万
程
の
研
修
手
当
」
を
受
け
な
が

ら
2
年
間
の「
研
修
」を
行
っ
て
い
る
と
知
っ
た
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
3

30
歳
を
超
え
た
時
、
就
農
を
決
意
。「
自
分
が

好
き
な
も
の
を
つ
く
り
た
い
」
と
リ
ン
ゴ
農
家

を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
移
住
先
は
当
然
リ
ン

ゴ
の
「
産
地
」。
な
か
で
も
長
野
県
を
候
補
に
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
4

30
代
半
ば
を
過
ぎ
た
ら
田
舎
で
自
然
相
手
の

仕
事
を
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
。
横
浜
出
身
だ

が
「
移
住
先
は
ど
こ
で
も
い
い
」。
妻
子
が
い
る

の
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
林
業
」
を
希
望
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
5

「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
が
大
好
き
な
41
歳
。
山

口
の
「
実
家
か
ら
遠
く
な
い
ど
こ
か
の
島
」
に

妻
子
と
と
も
に
移
住
し
、
漁
師
に
な
っ
て
将
来

は
「
独
立
」
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
具
体
的
に
決
め
て
お
け
ば
、
相

談
の
回
答
も
、
地
域
の
就
業
状
況
や
支
援
制
度
、

優
良
な
事
業
体
、
独
立
の
状
況
、
必
要
な
資
金
、

見
込
ま
れ
る
収
入
な
ど
、
か
な
り
具
体
性
を
増

す
は
ず
だ
。

こ
ん
な
に
具
体
的
な
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
な
ど

描
け
な
い
？　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
1
〜
5

の
「　

」
内
を
見
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
各
人
固

有
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
な
る
。「
ス
ト
ー
リ
ー
」

と
は
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
つ
な
げ
た
も
の
と
考

え
れ
ば
い
い
。

で
は
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
出
す
に
は
？　

自

分
が
置
か
れ
た
状
況
や
興
味
の
あ
る
こ
と
、
趣

味
、
目
指
す
姿
な
ど
「
個
人
の
中
に
も
と
も
と

存
在
し
て
い
た
希
望
や
条
件
や
イ
メ
ー
ジ
」
を

言
葉
と
し
て
取
り
出
す
だ
け
で
い
い
。

先
の
1
〜
5
の
な
か
で
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を

希
望
や
条
件
で
分
け
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

●
地
域
で
見
た
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

彼
女
の
実
家
が
あ
る
地
域
／
月
15
万
程
の
研

修
手
当
を
受
け
ら
れ
る
地
域
／
目
指
す
農
産
物

の
産
地
／
実
家
か
ら
遠
く
な
い
ど
こ
か
の
島

●
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
見
た
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

生
活
の
安
定
が
大
事
／
妻
子
を
養
う
必
要
あ

り
／
研
修
を
受
け
た
い
／
独
立
し
た
い

●
趣
味
や
志
向
で
見
た
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

リ
ン
ゴ
（
自
分
の
好
き
な
も
の
）
／
田
舎
暮

ら
し
／
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
分
解
し
て
し
ま
え
ば
、
一

つ
と
し
て
難
し
い
も
の
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る

と
思
う
。
自
分
の
な
か
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を

掘
り
起
こ
し
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
中
心
に
情
報

を
集
め
、
取
捨
し
て
い
く
こ
と
で
、「
ス
ト
ー
リ

ー
」
は
自
然
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

●

今
回
の
特
集
は
「
農
林
漁
業
就
業
ス
テ
ッ
プ
」

と
題
し
て
農
林
漁
業
就
業
を
階
段
に
例
え
た
。

登
場
い
た
だ
い
た
各
人
が
就
業
へ
の
道
の
り

の
な
か
で
踏
ん
だ
ス
テ
ッ
プ
と
は
「
情
報
収
集
」

や
「
研
修
」「
就
職
活
動
」「
独
立
準
備
」
な
ど

で
あ
る
。
1
段
1
段
、
ス
テ
ッ
プ
を
登
る
ご
と

に
着
実
に
望
む
就
業
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。

た
だ
し
そ
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
は
、
ほ
か
で
も

な
い
、こ
こ
に
提
案
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
」

と
い
う
作
業
で
あ
る
。
求
め
る
方
向
性
や
判
断

の
基
準
は
、
自
ら
の
内
側
に
あ
る
。

　
（
取
材
協
力
：
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー

元
相
談
員　

五
十
嵐
建
夫
氏
）

農
林
漁
業
就
業
ス
テ
ッ
プ
１

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
掘
り
起
こ
し
と

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
こ
と
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  【専修学校】鳥取県立農業大学校

鳥取県立農業大学校は待っています！

〒682-0402　鳥取県倉吉市関金町大鳥居1238　FAX.0858(45)2412
E-mail：nogyodaigaku@pref.tottori.jp
URL：http://www.pref.tottori.lg.jp/noudai/
詳しくはホームぺージをご覧ください。また、お気軽にお問い合わせ下さい。

0858（45）2411　担当／徳山英晴、山下泰之
【専修学校】鳥取県立農業大学校
●お問い合わせ先

次の２つの教育課程で、就農を目指す社会人を受け入れます。

鳥取県で就農を目指す社会人の皆さん
退職帰農、IJUターン
就農者を歓迎

■養成課程
農業経営学科（専修学校）
  ２年間の学生生活してみませんか

社会人入学があります

生産から販売までの専門的な知識、技術を体系的に習得します。
退職後就農者やU･I･Jターンなどの社会人も特別枠を設けて受け入
れます。
①専攻コース：果樹、野菜、花き、作物、畜産に分かれます。
②修学年限：2年間
③定員：30名（社会人特別入学枠　５名程度を含む）
※社会人：平成23年4月1日現在で年齢65歳未満、かつ２年以
上の職歴があり、卒業後鳥取県内に就農することが見込まれる方。
④社会人特別入学の受験日程

日時：平成22年10月9日（土）～10日（日）の2日間
内容：1日目　講義受講・農作業体験・就農体験者との意見交換会

2日目　学校案内・受験相談等
申し込み方法：担当者へ連絡ください。申し込み用紙を送付します。
締め切り：9月30日（木）、ただし先着25名になり次第締め切り

後期試験
  

前期試験
  

区分
  11月 ８日（月）～2６日（金）

12月12日（日）

12月17日（金）

受付期間

試験日

合格発表

1月11日（火）～ 28日（金）

2月13日（日）

2月18日（金）

■研修課程
短期研修科

１年以内のコースで研修
就農に役立つ実践研修コースです

短期間で就農の際に即戦力となる技術や知識を習得します。
①修業年限は１年以内です。
②コースと開講時期
※果樹、野菜、花き、作物、
畜産の各部門で行います
が、コースによって受講でき
ない部門があります。

③22年度開講分の申し込み日程（4月、7月開講は受付終了）

1月開講　6か月コース10月開講　 3か月コース区分
  8月2日（月）～8月31日（火）

9月17日（金）
10月19日（火）

受付期間
面接日
開講予定日

11月 1日（月）～11月30日（火）
12月17日（金）
1月25日（火）

開講時期
  

コース
4月、7月、10月
7月、1月
4月

３か月
６か月
12か月

社会人オープンキャンパスへ参加しよう ！
鳥取県で農業を始めようとされる方を対象に、

施設見学、農作業体験などを行っていただきます。

倉
吉
市
役
所

　
関
金
支
所

＊詳しくは、本校ホームページか直接問い合わせ下さい。
23年度の開講（受付期間）は、4月開講（2月受付）、7月開講（5月受付）です。



16No.17  2010  夏号

高知県立農業大学校  研修課「窪川アグリ体験塾」

高知県立農業大学校
研修課「窪川アグリ体験塾」

新・農業人フェア（就農相談会）日程
「高知県ブース出展予定」
東京（9/25）池袋サンシャイン
大阪（11/14）梅田スカイビル
東京（1/22）池袋サンシャイン

〒786-0042　高知県高岡郡四万十町黒石665
FAX. 0880（24）1272
0880（24）0007  担当／川瀬、前田

就農希望者長期研修新いなかビジネススクール
　Ｉ・Ｕターン等で就農を目指す方に、
宿泊しながら自主的に学べると好評の
メニューです。
　目的や希望（野菜・水稲・果樹・農業
機械等）に応じて、主体的に研修できます。
　栽培実習を中心に、農業大学校
（教育課）での聴講、先進農家や農
業技術センターでも研修できます。熟
年コースもあります。
　お気軽にご相談ください。

20名程度
研修費：1日480円
食事代：朝食200円、昼食400円、夕食400円
※宿泊施設と食堂を完備
研修期間：  
「一般コース」3、6、12ヶ月コース
「熟年コース」3、6ヶ月コース（原則）
※要面接。随時受付。
※宿泊無料（要：シーツクリーニング代）

内
容

定
員

受
講
料

U
R
L

備
考

http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.
lg.jp/kikan/agri/

http://www.pref.kochi.lg.jp/̃nousei/
newinaka/

随時募集中！！
見学　体験　大歓迎

長期研修生、
新いなかビジネススクール受講生

　新いなかビジネススクールは、「農業
にチャレンジしてみたい」「農業の勉強を
したい」という就農を希望する方のため
に、高知県が実施しています。
　就農するために必要な知識や技術を
インターネットで学ぶことができます。
　卒業要件には、現地スクーリング（農
作業体験・先進農家視察等）への参加
が必要です。
　

50名
受講料：無料
スクーリング参加費：1日480円

スクーリング日程
平成22年 6 月 18日（金）～20日（日）
 9 月 10日（金）～12日（日）
 11 月 26日（金）～28日（日）
平成 23年 3 月 4 日（金）～ 6 日（日）

この様な希望を持った
20～50歳代の人達が勉強しています。

10月入学の学生募集中
●資格：短大・大学卒、又は同等の者。農業初

心者でも可。
●期間：1年間
●入学時期：4月、10月
●経費：400,000／年間（入学金、学費、寮費、食費）

現在の仕事を続けながら、休日（土・日曜日）を利用し
て、農業の基本的な知識と技術を、実際に農場で土
に触れ、作物に触れながら勉強します。農業体験。有
機野菜の入門コース。有機農業の専門コースがあり
ます。

専修科コース

就農準備校 農業実務研修

年間通して募集中
全国新規就農相談センター主催による、短期の農
業体験コース。年間通して皆さまが希望する時期に
体験できます。野菜、有機野菜、稲作、水耕栽培、酪
農、農産加工コースから選択。学生達と一緒に実習
します。5日間、1ヶ月、3ヶ月のコースあり。

就農、農業法人への就職を希望する人に実践的な
研修をおこないます。
●期間：７月～９月、１０月～１２月、１月～３月の３ヶ月間
●場所：日本農業実践学園（水戸市内原町）
●受講料：無料　※ただし傷害保険料は必要。
（入寮する場合は、寮費、食費が別途必要です）

　日本農業実践学園

新・農業人フェア
東京（9/25）、
大阪（11/14）出展 〒319-0315 茨城県水戸市内原町1496　FAX. 029（259）2647

URL：http://www.nnjg04.com/　E-mail：nichinou@atlas.plala.or.jp

問い合わせ

029（259）2002  担当／真下

農業体験コース

日本農業実践学園

・
自
然
の
中
で
農
業
が
し
た
い
。

・
本
格
的
に
農
業
を
学
び
た
い
。

・
農
業
法
人
に
就
職
し
た
い
。

・
安
全・
安
心
な
食
物
を
作
り
た
い
。
農業をしたいと考えている方の誰もが、すぐに農業をできるわけではありません。
まずは実際に体験して、自分が本当に農業を好きなのか、生涯の仕事として
選択できるのかを見極めましょう。学園では、いろいろな体験・研修メニューを
用意して、何時でも誰でも農業が体験・研修できるようになっています。

農山村に興味を持つ若者を、地域活性化をめざす地方自治体に
一年間派遣するものです。農林業・グリーンツーリズム・地域行
事など様々なことを経験しながら、その地域に一年間「暮らし」
ます。17年間で500人以上の若者が参加し、自分らしい生き
方を歩んでいます！

●活動期間：平成23年4月4日
～平成24年3月18日
●応募資格：18～40 歳の健康
な男女。要普通自動車免許
●応募締切：
　平成22年12月24日
●毎月の生活費（5万円）、
　住居などは支給します。
●募集説明会：
　全国主要都市にて開催中。詳
しくはホームページへ。
●資料請求：200 円切手を添え
て下記までお送り下さい。
●後援：農林水産省、内閣府、
総務省、全国町村会ほか

〒104-0028  東京都中央区八重洲2-7-4 清水ビル3F
TEL.03（3241）6450 / FAX.03（3241）7629 
URL.http://www.n-gec.org

特定非営利活動法人  地球緑化センター

「第18期  緑のふるさと協力隊」参加者受付中！

募集情報

「就村」という新しい選択

4泊5日の短期プログラムも実施中。
詳しくはホームページへ。

　新潟日報事業社

発行　新潟日報事業社
〒951-8131  新潟市中央区白山浦2-645-54　
TEL. 025（233）2100  FAX. 025（230）1833   http://www.nnj-book.jp/

高齢化、後継者難、耕作放棄の「3K構造」にあえぐ日本の農業。コメ
王国「新潟」で、厳しい農業の世界に飛び込んだ若者たちの“挑戦”と、
彼らを受け入れ育成に力を注ぐ農業法人経営者たちの“思い”に迫る。

あなたに近い新規就農の実例を
徹底的に掘り下げた“就農本”登場！

百姓・天明伸浩、農政ジャーナリスト・佐藤準二  著
四六判、256頁、定価1,575円（税込）

【著者紹介】天明伸浩（てんみょう・のぶひろ）
1969年生まれ。東京都出身。95年、東京農工大大学院卒。同年、新潟
県上越市吉川区の最上流部「川谷」に夫婦でＩターン就農。2年の研修を
経て「星の谷ファーム」を立ち上げる。

反響続々！



特集2

漁業に就きたい人は

「漁業就業
支援フェア」へ

P. 18

林業に就きたい人は

「森林の仕事
ガイダンス」へ

P. 22

農業に就きたい人は

「新・農業人
フェア」へ
P. 26

農
業
、
林
業
、
漁
業
の
就
業
フ
ェ
ア
は
、

都
道
府
県
の
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
組
合
、
法
人
が
、
全
国
か
ら
結
集
す
る
。

相
談
や
情
報
収
集
を
し
た
い
就
業
希
望
者
に
と
っ
て
貴
重
な
場
と
な
る
は
ず
だ
。

特
集
2
で
は
、
こ
れ
ら
フ
ェ
ア
の
情
報
と
と
も
に
、

フ
ェ
ア
を
主
催
す
る
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
、

全
国
森
林
組
合
連
合
会
、

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
行
う

新
規
就
業
者
向
け
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

農
業
、
林
業
、
漁
業
の
就
業
フ
ェ
ア
は
、

都
道
府
県
の
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
組
合
、
法
人
が
、
全
国
か
ら
結
集
す
る
。

相
談
や
情
報
収
集
を
し
た
い
就
業
希
望
者
に
と
っ
て
貴
重
な
場
と
な
る
は
ず
だ
。

特
集
2
で
は
、
こ
れ
ら
フ
ェ
ア
の
情
報
と
と
も
に
、

フ
ェ
ア
を
主
催
す
る
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
、

全
国
森
林
組
合
連
合
会
、

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
行
う

新
規
就
業
者
向
け
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
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漁師になりたい人を熱烈応援！

今年も夏がやって来た、
漁師になりたい人を応援する「漁業就業支援フェア」。

全国3会場を舞台に熱く繰り広げられる。
漁師という職業に少しでも興味を抱くなら、ぜひ出かけてみよう。

漁業就業支援フェア2010 開催！

漁業就業支援フェアのポイント
●入場無料・資格不問・入退場
自由・服装自由・履歴書不要

●漁業に就く方法が分かる
●詳しい相談ができる
●地域の特色が分かる
●漁師の仕事が分かる
●漁業の種類が分かる

ブースが地域
別になっていて
見やすかった

参加者の声

漁業種類の相
談に乗っても
らえた

漁業会社もた
くさ出展され、
様々な情報を
得られた

ガイダンスで、
漁業種類など
が聞け参考に
なった

チャレンジ準備講習会
基礎知識を学ぼう！（21頁参照）

漁師になるための確かな道

漁業就業支援フェア
相談会で情報を収集しよう！

適性の自己診断
適性を自己診断し、将来のビジョンを組み立てる！

生活環境の整備
生活環境を整えよう！

実践研修
実践研修が決定したら、実際の仕事を体験しよう！（※）

漁師になる！
新たな人生がスタート!!

※実践研修…沿岸漁業は、最長6ヵ月・12ヵ月、
　沖合・遠洋漁業は、最長6ヵ月・24ヵ月の実地研修

●

●

● ●

●
国体道路

地下鉄天神駅

地下鉄天神南駅

天神コア／天神ビブレ

福岡天神
・大丸

福岡市役所

天神中央公園

西
鉄
福
岡
駅

エルガーラホール

●●

●

●

●

日
比
谷
通
り

帝国劇場

丸ビル

東京
交通会館

東京国際フォーラム

JR東京駅

JR有楽町駅

東京メトロ
有楽町駅

東
京
メ
ト
ロ
東
京
駅

ビックカメラ

JR有楽町駅

●

●

●

●

●

● ●
合
同
庁
舎

NHK

天満橋駅
至京橋至北浜

造幣局

府
庁

テ
レ
ビ
大
阪

日
本
経
済
新
聞
社

地
下
鉄
谷
町
線

土佐堀通

京阪シティ
モール

OMM

福岡市営地下鉄天神駅から徒歩5分、天
神南駅から徒歩1分、西鉄福岡駅から徒
歩2分

JR有楽町駅から徒歩1分、東京駅から徒歩5分、
東京メトロ有楽町線有楽町駅から直結、日比
谷線・銀座線有楽町駅から徒歩5分

京阪電車天満橋駅東口・地下鉄谷町線天
満橋駅北改札口から直結

●福岡会場
7月10日（土）
12：30～15：30（閉会16：00）
エルガーラホール
中ホール

●東京会場
7月31日（土）
12：30～15：30（閉会16：00）
東京国際フォーラム
D7ホール

●大阪会場
7月17日（土）
12：30～15：30（閉会16：00）
OMMビル
E・Fホール
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「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
」の
歩
き
方

受
付
で
出
展
団
体
が
掲
載
さ
れ
た
「
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」
や
資
料
を
受
け
取
ろ
う
。

自
己
P
R
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」

に
記
入
。

漁
業
の
こ
と
を
知
り
た
い
人
は
…

ガ
イ
ダ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
で
漁
業
基
礎
知
識
を
得

て
研
修
制
度
な
ど
を
知
ろ
う
。

総
合
的
な
相
談
は
…

総
合
相
談
ブ
ー
ス
へ
G
O
！

様
々
な
質
問
を
ぶ
つ
け
よ
う
。

気
に
な
る
地
域
や
団
体
が
あ
っ
た
ら
…

関
心
の
あ
る
出
展
ブ
ー
ス
へ
G
O
！

様
々
な
質
問
を
ぶ
つ
け
よ
う
。

「漁業就業支援フェア」活用のポイント
●一度に様々な地域の情報を、ダイレクトに得られる
のが「漁業就業支援フェア」の魅力だ。限られた
時間内で有効に相談・情報収集できる行動をとろう。
●フェア前日までに、漁業種類や興味ある地域、支援
制度をネットで調べ、方向性を考えておくと、より
具体的な成果が得られる。質問、相談事項も挙げ
ておきたい。
●全国漁業就業者確保育成センターのホームページ
に出展団体が掲載されている。事前にチェックして
みるのも手だ。

「ザ・漁師」を読めば、漁業がまるわかり
「漁業就業支援フェア」で配られる「ザ・漁師｣ は、漁
師になるためのガイドブック。役立つ情報が満載なの
で、ぜひ活用したい！
「ザ・漁師｣ の内容
●漁業形態（沖合・遠洋漁業／沿岸漁業）の違いを分
かりやすく解説。
●多様な漁業種類（近海マグロ延縄漁／沖合い底引き網漁／定置網
漁／釣り漁など）を実際に漁師になった人の事例を挙げて紹介。
●新米漁師がステップアップしていく道筋を、漁業種類別に紹介。
●漁業種類がイラストでも解説され、ぱっと見て分かりやすい。

入口

7階会場へ

まずは
6階へ

受付

mapで見る　漁業就業支援フェア　◎2010年7月31日開催予定の東京会場の様子

地域別出展ブース
全国の漁業会社・漁協が結集した
地域別の出展ブース。出展漁業者
や漁業会社によって操業する漁が
異なるので具体的な質問・相談を
してみよう。

総合相談ブース
全国漁業就業者確保育成センター
のブース。漁師の仕事や漁業就業
についての総合的な相談に乗って
くれる。

ガイダンスコーナー
漁業全般や研修について説明するコー
ナー。漁業のいろはを学んで訪問する
ブースを決めよう。ガイダンスは１日
数回実施される。

コミュニケーション
カード記入コーナー
受付時に渡される「コミュニケー
ションカード」に自己PRや希望、
質問を書き込んで相談ブースを訪ね
ると、意思の疎通を図りやすい。

※会場レイアウトは、変更になる場合があります。

7階

6階

特集2
「本気」の人へ。農林漁業就業フェア
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地
域
優
先
で
選
ぶ
方
法

日
本
の
漁
師
の
8
割
を
占
め
る
沿
岸
漁
業
で

見
て
み
よ
う
。
沿
岸
漁
業
は
、
地
元
で
受
け
継

い
で
き
た
地
場
産
業
と
も
い
え
、
漁
師
に
な
る

に
は
地
域
の
一
員
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
親
類
・
縁
者
が
い
る
、
小
さ
い
時
に

住
ん
で
い
た
、
そ
の
土
地
が
気
に
入
っ
た
…
な

ど
、
何
ら
か
の
「
つ
な
が
り
」
を
探
す
と
絞
り

込
み
や
す
い
。

ま
た
、
新
規
就
業
者
に
対
す
る
支
援
制
度
は

都
道
府
県
、
市
町
村
の
単
位
で
も
行
わ
れ
て
い

る
。
自
分
に
合
う
研
修
制
度
を
見
つ
け
て
地
域

に
な
じ
ん
で
い
く
方
法
も
あ
る
。

な
お
、
遠
洋
漁
業
は
あ
ま
り
地
域
に
縛
ら
れ

な
い
の
で
都
市
部
に
住
む
人
も
い
る
。
沖
合
漁

業
は
漁
に
よ
っ
て
異
な
る
。

漁
業
種
類
優
先
で
選
ぶ
方
法

漁
業
種
類
と
は
「
漁
」
の
種
類
の
こ
と
で
、

沿
岸
漁
業
と
沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
2
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
に
大
別
さ
れ
る
。

沿
岸
漁
業
は
、
定
置
網
漁
、
小
型
底
引
き
網

漁
、ま
き
網
漁
、釣
り
漁
、養
殖
業
な
ど
が
あ
り
、

日
帰
り
漁
が
基
本
。
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の

覚
悟
が
必
要
だ
。

沖
合
漁
業
と
遠
洋
漁
業
は
、
遠
洋
カ
ツ
オ
漁
、

大
中
型
ま
き
網
漁
、
サ
ン
マ
棒
受
け
網
漁
、
近

海
マ
グ
ロ
漁
、
沖
合
底
引
き
網
漁
、
沖
合
イ
カ

釣
り
漁
な
ど
が
あ
る
。
沖
合
漁
業
は
、
日
本
の

2
0
0
カ
イ
リ
水
域
を
漁
場
と
し
て
数
日
〜
1

カ
月
出
漁
す
る
。
技
術
を
積
み
キ
ャ
リ
ア
を
重

ね
て
い
く
根
気
が
重
要
と
な
る
。
遠
洋
漁
業
は
、

公
海
や
外
国
の
海
を
漁
場
と
し
て
1
カ
月
〜
1

年
半
に
わ
た
り
出

漁
す
る
。
船
上
生

活
が
長
い
た
め
、

健
康
が
第
一
。
役

割
と
指
揮
系
統
を

守
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
る
。

参
考
ま
で
に
、

下
に
イ
ラ
ス
ト
で

代
表
的
な
漁
業
種

類
を
示
そ
う
。

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
に
行
く
前
に
考
え
よ
う

ど
こ
で
ど
ん
な
漁
師
に
な
る
か
？

●地域で異なる漁や就業支援
青森県 東京都 島根県

漁場
県周辺の日本
海、太平洋

伊豆諸島・小
笠原諸島周辺
海域

県周辺の日本
海

漁業
種類

定置網、刺網、
釣り、ホタテ養
殖、かご、採貝・
採 藻の各 漁、
養殖業

棒受け網、釣
り、トビウオわた
し刺網、はえ縄、
引き縄、採貝・
採藻の各漁

中型まき網、イ
カ釣り、沖合・
小型底引き網、
定置網、釣り・
縄の各漁

漁獲物

イカ、ブリ、カ
ワハギ、マグロ、
ホタテ、コンブ、
サザエ、ウニ、
モズク

キンメダイ、カツ
オ、カジキ、サ
ザエ・イセエビ・
テングサのほか、
干物

イワシ、アジ、
サバ、ブリ、イカ、
カニ、ヒラメ・カ
レイ

就業
支援

漁師の養成塾
「賓陽塾（ひん
ようじゅく）」で、
船舶免許・網
補修技術講習、
沿岸漁業実習、
視察など充実し
た研修を実施

2010年7月に、
神津島を舞台と
してアミタ持続
可能経済研究
所が東京都の
委託事業として
10日間程度の
短期漁業研修
を実施予定

ふるさと島根定
住財団を通じ、I・
J・Uターン者
への支援がある。
「漁業協同組
合JFしまね」の
サイトに漁師の
求人を掲載

※東京都の漁場は東京湾も含まれますが、新規漁業就業者は島しょ
部が中心となるため、これに即した情報を掲載しています。

マグロはえ縄漁＜遠洋＞
はえ縄に、針と餌を付けた枝縄を海に投入し、魚がかか
るのを待って釣り上げる漁。150キロに及ぶ縄を流す
投縄作業に4～ 5時間、揚縄作業に10時間を要する。

カツオ一本釣り漁＜遠洋＞
カツオの群れに近づいたら、生餌を投入して海面に散
水し、小魚の群れを演出。カツオをおびき寄せた後は、
ひたすら竿でカツオを釣り上げるダイナミックな漁。

定置網漁＜沿岸＞
魚を海中に設置した網の中へ誘導する漁法。サケ、ブリ、
アジ、サバなどの回遊魚を捕える。水深の深いところで
行う大型定置網、沿岸近くで行う小型定置網などがある。

刺し網漁＜沿岸＞
海中に網を張り、通過しようとする魚をひっかけ、絡め
捕る漁法。魚の種類によって、網目の大きさや網を張
る深さが異なる。タイやヒラメ、イセエビなどを獲る。

まき網漁＜沖合＞
魚群に網を張って囲い込み、底から絞って魚を獲る漁。魚
群探索船、網を積んだ本船、魚を港へ運ぶ運搬船がチー
ムで行う。イワシ、サンマ、サバ、カツオ、マグロなどを獲る。

底引き網漁＜沖合＞
長細い網を船で引きながら魚介類を獲る漁。海底にすむカ
レイやヒラメ、貝、エビを獲る。主に２隻で行う沖合底引き
網と１隻で行う小型底引き網がある。

●
代
表
的
な
漁
業
種
類
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
準
備
講
習
会
」
は
、
漁
業
に
つ

い
て
も
っ
と
知
り
た
い
！　

と
思
う
人
に
向
け

た
学
習
の
場
。
漁
業
の
現
状
や
漁
師
の
仕
事
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
時
間
は
2
時
間
ほ
ど
。
参
加
費
無
料
で
、

興
味
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
だ
。

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
で

は
、
漁
業
者
の
経
営
安
定
を
目
的
と
す
る
「
ビ

ジ
ネ
ス
連
携
支
援
事
業
」
と
、
操
業
時
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
「
漁
船
安
全
操
業
対
策
事

業
」
も
実
施
し
て
い
る
。

新
ビ
ジ
ネ
ス
で

漁
業
経
営
を
支
援

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
支
援
事
業

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
支
援
事
業
と
は
、
漁
業
者
と

漁
業
者
以
外
の
事
業
者
が
連
携
し
て
立
ち
上
げ

た
、
新
規
性
に
富
み
、
魚
の
生
産
・
加
工
・
販

売
の
3
つ
の
要
素
を
包
含
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
支
援
す
る
事
業
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
新

た
な
加
工
方
法
や
魚
の
販
売
方
法
を
開
発
し
て

事
業
化
し
、
漁
業
者
の
収
入
ア
ッ
プ
を
実
現
さ

せ
、
漁
村
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。

2
0
0
7
年
度

か
ら
の
3
年
間

で
73
件
の
案
件

を
採
択
。
す
で

に
軌
道
に
乗
り
、

新
製
品
が
順
調

に
売
れ
て
い
る

事
業
も
あ
る
。

安
全
な
職
場
の
確
保
を
め
ざ
す

漁
船
安
全
操
業
対
策
事
業

一
般
的
に
漁
師
と
い
う
仕
事
は
、
海
難
事
故

と
背
中
合
わ
せ
…
と
い
う
感
じ
を
も
た
れ
が
ち

だ
。
だ
が
、
現
在
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
救

命
い
か
だ
、
携
帯
電
話
な
ど
緊
急
時
に
威
力
を

発
揮
す
る
様
々
な
機
材
が
開
発
さ
れ
、
こ
う
し

た
機
材
を
有
効
に
使
用
す
れ
ば
、
万
が
一
海
難

に
あ
っ
て
も
一
命
を
取
り
と
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

安
全
対
策
事
業
で
は
特
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
着
用
率
を
高
め
る
た
め
の
「
サ
バ
イ
バ
ル

訓
練
・
講
習
会
」
を
実
施
し
、「
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
実
用
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
毎
年
10
月
を
「
全
国
漁
船
安
全
操
業
推

進
月
間
」
と
し
て
、
安
全
操
業
を
喚
起
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
も
展
開
し
て
い
る
。

漁
師
へ
の
第
一
歩
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
準
備
講
習

「
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動

「チャレンジ準備講習会」プログラム

●日本の漁業や漁村の現状　●現役漁師による漁業、漁村についての話　●質問時間

起業
支援

安全
支援

●問い合わせ
　全国漁業就業者確保育成センター
　TEL：03-5215-5690　
　FAX：03-5212-3414　
　E-mail：info@ryoushi.jp
　URL：http://ryoushi.jp/

海岸コンサートを行う漁師
松尾省二さんの漁業就業セミナー
7月7日（水）14：00～16：00
大阪府ハローワークプラザ難波  
セミナールーム
【松尾省二さん】高校卒業後、大阪で服
飾販売や広告デザインの仕事をしてい
た。その後、故郷の京都で漁師に転身。
漁業のほかに海岸でのコンサートや環境
保全活動など、様々な活動を行っている。

漁業体験活動を行う漁師
松田泰明さんの漁業セミナー
7月21日（水）14：00～16：00
東京都ハローワーク品川  
7階セミナールーム
【松田泰明さん】福井県三国出身。東京
で地域振興プランナーとして、長野オリ
ンピックスキー競技の音楽演出などを手
がけた。その後、故郷の三国に戻り漁師
に。漁のかたわら体験漁業活動をとおし
て子どもたちに漁業の魅力を伝えている。

特集2
「本気」の人へ。農林漁業就業フェア
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林業に就きたい人の総合相談

林業に興味がある、森林で働きたい。
そんな希望をもつすべての人を応援する「森林の仕事ガイダンス」。

毎年冬に行われていたこの相談会、今年は秋に開催決定！
林業の仕事を知りたい、相談をしたい人はぜひ参加しよう。

森林の仕事ガイダンス2010  開催！

森の仕事ガイダンスのポイント
●入場無料・資格不問・入退場
自由・服装自由・履歴書不用

●林業に就く方法がわかる
●就業相談が受けられる
●山村地域の特色がわかる
●林業の仕事内容がわかる

林業がどうい
う仕事かを
知った

参加者の声

給料や就労
時間につい
て相談に乗っ
てもらえた

林業に就いた
人の話が参考
になった

仕事内容が
地域によって
多少違うこと
がわかった

林業就職 活動フロー

地域に定着して林業に従事

「トライアル雇用」「緑の雇用」事業を活用

森林組合や民間の林業会社に就業

林業就業希望者

ガイダンスなどで情報収集や相談

※「緑の雇用」事業、「林業就業支援講習」は通年募集ではないため、
　詳しくは各都道府県の林業労働力確保支援センターに問い合わせを。

各都道府県の林業労働力確保支援センターや
ハローワークなどに相談

林業ボランティア、
アルバイト経験やチ
ェーンソーの資格取
得など

林業就業支援講習
（林業作業体験・山
村生活経験）

梅田スカイビル

主催：全国森林組合連合会
詳しくは23ページのホームページ参照。
※「森林の仕事ガイダンス」の詳細は、10月ごろに
　ホームページなどで案内される予定です。

JR山手線秋葉原駅電気街口より徒歩2分、
地下鉄銀座線 末広町駅・地下鉄日比谷線 
秋葉原駅より徒歩4分、つくばエクスプレ
ス 秋葉原駅Ａ1出口より徒歩3分

●「森林の仕事ガイダンス」は、就業斡
旋のためのガイダンスではありません。

●開催日程は変更になることがあります。

●開催日程は変更になることがあります。

●

●

●

●

JR秋葉原駅

つくばエクスプレス
秋葉原駅

駅前広場

昭和通り

中央通り

神田消防署

ヨドバシAkibaビル

秋葉原
ダイビル

電気街

アキバブリッジ
電気街口

中央口

UDX・アキバスクエア

●

●東京会場
2010年11月26日（金）13：00～18：00 ～27日（土）10：00～16：00

アキバスクエア

●大阪会場
2010年11月19日（金）13：00～18：00 ～20日（土）10：00～16：00

梅田スカイビル
タワーウエスト3F
ステラホール

JR大阪駅中央北口より徒歩10分、阪急梅
田駅茶屋町口より徒歩10分

予定

予定
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林業に就いた人の
等身大の話が聞ける
森林の担い手トークショー
ステージのイベントでは、日に2～3回、異業種から
林業に就いた人によるパネルディスカッション「森林
の担い手トークショー」が開かれる。家族や彼女の説
得法、林業に就くまでのプロセス、田舎暮らしの楽しさ
や苦労、現場作業体験などの話が繰り広げられ、ポロ
リと本音が出て会場からドッと笑いが起こることも。林
業に就きたいと考えている人に役立つ、等身大の話が
満載だ。

受付

入口
出口

オリエンテーションコーナー

都道府県相談ブース

ステージ

森林の道具展示
コーナー

全国森林組合連合会
総合相談ブース

mapで見る　森林の仕事ガイダンス　◎2010年2月に開催された東京会場の様子

緑の研修生
相談ブース

チェーンソー
アートコーナー

資料間伐材製品展示コーナー

※2010年11月の開催はイベント
　内容が変更になることがあります。

東京都森林組合の小峰雅丘さんが
高さ5メートルの杉の木に登り枝
打ちを実演。「森の名手・名人
100人」にも選ばれた匠の技を披
露した

ゲストを招いた緑の
研修生によるトーク
ショーなどが繰り広
げられた

緑の研修生OBの梶谷
哲也さんが腕前を披露。
丸太から動物たちが彫り
出された

特集2
「本気」の人へ。農林漁業就業フェア

●詳しくはホームページで！
「緑の雇用」総合ウェブサイト
RINGYOU.NET
緑の雇用 検　索
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全
国
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
林
業
就
業
に
興
味
が
あ
る
人
を

対
象
に
毎
年
春
と
秋
、
全
国
各
地
で
「
林
業
見
学
・
交
流
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
て
い
る
。

土
日
を
中
心
に
日
帰
り
ま
た
は
1
泊
2
日
で
枝
打
ち
や
下
刈
り

な
ど
の
体
験
、
木
材
加
工
や
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
を
見
学
す

る
な
ど
、
短
時
間
で
も
密
度
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
現
場

の
ガ
イ
ド
を
務
め
る
の
は
実
際
に
森
で
働
く
人
た
ち
。
移
住
・
転

職
者
も
多
く
、
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
仕
事
や
生
活
の
ホ
ン
ネ
が
聞
け

る
。
実
は
こ
の
「
交
流
」
が
、
林
業
を
目
指
す
人
の
貴
重
な
情
報

収
集
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
い
機
な
ど
、
林
業
は
さ
ま

ざ
ま
な
道
具
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
。
現
場
に
飛
び

込
む
前
に
実
践
的
な
知
識
・
技
術
習
得
の
場
で
あ
る

「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
を
受
け
て
お
く
と
安
心
だ
。

都
道
府
県
の
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
お
り
、
20
日
間
ほ
ど
の
期
間
中
、
前
半

は
座
学
と
道
具
の
操
作
実
習
、
後
半
は
実
際
の
作
業

現
場
に
出
て
実
地
を
行
う
ほ
か
、
研
修
終
了
時
に
就

業
・
生
活
相
談
も
行
う
。
ま
た
講
習
修
了
者
に
は
1

泊
あ
た
り
4
2
0
0
円
を
上
限
に
宿
泊
補
助
が
あ

り
、
本
格
就
業
を
目
指
す
人
に
と
っ
て
、
手
厚
い
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

林業就業支援講習2010年度実施日程
（これから開催される講習）
北海道 2010年9月下旬～10月下旬
岩手県 2010年10月～11月
宮城県 2010年10月～11月
秋田県 2010年11月～12月
福島県 2010年11月～12月
茨城県 2010年10月～11月
栃木県 2010年11月～
東京都 2010年10月～11月
新潟県 2010年10月～11月
富山県 2011年2月1日～2月25日
石川県 2010年9月～
福井県 2011年1月～ 2月
長野県 2010年10月～11月
岐阜県 2010年11月24日～12月17日
三重県 2010年10月5日～10月29日
京都府 2010年7月5日～7月30日
大阪府 2010年10月～11月
奈良県 2010年11月～12月
和歌山県 2010年11月
島根県 2011年2月7日～3月4日
香川県 2010年12月～
愛媛県 2010年9月～10月
熊本県 2010年10月～11月
鹿児島県 2011年1月～ 2月

※講習料無料、宿泊費補助あり（現地までの交通費、食費は自己負担）
※6月現在の実施予定のため、変更になることがあります。

林業見学・交流ツアー2010年秋開催（予定）
開催地 集合場所 開催時期
奈良県

10月～12月
徳島県 神戸
山梨県 上野原
千葉県
佐賀県 博多

●申し込みは9月ごろ
　からになります

講習プログラム
●林業就業のための基礎知識の講習等
　・林業と山村地域の現状　　・就業にあたっての心得
　・森林と林業の知識
●林業労働安全衛生講習
　・安全作業と関係法令
　・現場における緊急措置（救急訓練法）
●刈払機・チェーンソーの作業講習
・操作、点検整備　　・講習修了証の取得
・安全作業講習

●林業・木材産業等の施設見学
●林業作業の実地講習
●就業・生活相談

2班に分かれたチェーンソーの実習。スロット
ルを引くとチェーンソーのモーター音がうなり
を上げる。指導員から持ち方や刃の角度などの
説明があった後、一人ずつ丸太を切っていく

4班に分かれて行った伐木実習。抜倒方向を念
入りに確認後、倒す木にチェーンソーを入れて
いく。倒したい方向に倒せるよう切れ込みを入
れるためには経験が必要だ

チェーンソーの目立て（刃の研磨）実習。棒状
のヤスリでチェーンソーの刃を研いでいく。参
加者から「チェーンが切れたらどうするのか」
「刃だけを買い換えることができるのか」とい
った質問も飛び出した

林
業
を
見
る
、
聞
く
、

交
流
す
る
。

林
業
見
学
・
交
流
ツ
ア
ー

林
業
の
知
識
と

技
術
を
学
習
。

林
業
就
業
支
援
講
習

●問い合わせ
　林業見学・交流ツアー
　事務局
　TEL：03(6826)6089

チェーンソー講習

伐木講習

目立て講習

●問い合わせ：林業労働力確保支援全国センター
　TEL：03(3294)9713
　都道府県林業労働力確保支援センター（37頁参照）
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緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業
、
通
称
「
緑
の

雇
用
事
業
」
と
は
、
林
業
事
業
体
を
通
じ
て
林

業
に
就
き
た
い
人
を
支
援
す
る
国
の
制
度
だ
。

森
林
組
合
や
民
間
林
業
会
社
な
ど
林
業
事
業
体

が
新
規
雇
用
者
に
規
程
の
研
修
を
行
う
際
、
事

業
体
に
対
し
て
国
か
ら
補
助
が
出
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
研
修
を

受
け
る
人
を
「
緑
の
研
修
生
」
と
い
う
。
そ
の

た
め
「
緑
の
研
修
生
」
に
な
る
に
は
、
林
業
事

業
体
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
の
条
件

と
な
る
。

「
緑
の
研
修
生
」
は
、
1
年
目
の
基
本
研
修

終
了
後
、
技
術
高
度
化
研
修
や
森
林
施
業
効
率

化
研
修
な
ど
、
さ
ら
に
高
度
な
技
術
・
技
能
を

身
に
付
け
ら
れ
る
制
度
も
設
け
ら
れ
、
体
系
的

に
林
業
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

緑の研修生　研修ステップ
基本研修

植付け、下刈り、間伐など、林業就業に必要な基本的技術・
技能を習得するための研修

集合研修（約20日） 安全講習など、基礎的な知識・技
術を習得

実地研修（180日） 所属する林業事業体で熟練者（指
導員）が実際の現場で指導

技術高度化研修

風倒木やかかり木の処理など、より高度な伐出の技術・技
能を習得するための研修。基本研修の修了者が対象

風倒木等処理研修（集合研修約20日）

かかり木等処理研修（実地研修80日） 

森林施業効率化研修

高効率作業システムによる効率的な施業に必要な技術を習
得するための研修。基本研修または技術高度化研修の修了
者が対象

施業効率化研修（集合研修約10日）

高効率低コスト作業システム研修（実地研修140日）

就
業
後
の
段
階
的
な
育
成
支
援
。

緑
の
雇
用

現場の雰囲気がリアルに伝わる
「熱血班長チイチイさん奮闘記」
全国森林組合では、「緑の研修生メッセージボード」「動画
で見る森林の仕事」など、ホームページ上に林業の仕事内
容を伝えるさまざまなサイトを設けている。なかでも「熱
血班長チイチイさん奮闘記」は、楽しみながら林業の現実
を知ることができる、始まったばかりのコラムだ。メッセ
ージの送り手は、以前本誌にも登場いただいた和歌山県南
紀森林組合の千井芳孝さん。連載第1回目は「何もわから
ずに林業に転職。カルチャーショックの日々」と題してサ
ラリーマンから林業に転職した千井さんが、就業にあたっ
て遭遇したさまざまな「驚き」を、軽快な大阪弁でユーモ
ラスにつづって
いる。読み物と
しても興味深い。
ぜひ訪れてみよ
う。

特集2
「本気」の人へ。農林漁業就業フェア
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農業を仕事にしよう。

農業を生涯の仕事にしたい！　
もっと農業について知りたい！

そんな声に応え、全国農業会議所主催で行われている就農セミナー、
それが「新・農業人フェア」だ。

新・農業人フェア2010 開催！

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
は
全
国
農
業
会
議
所

主
催
の
下
、
全
国
主
要
都
市
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
る
農
業
の
就
職
相
談
会
。
昨
年
は
札
幌
、

東
京
、
大
阪
、
福
岡
で
計
8
回
行
わ
れ
た
が
、

今
年
は
さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
、
名
古
屋
、
広

島
、
仙
台
を
加
え
た
計
10
回
行
わ
れ
る
。

フ
ェ
ア
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
全
国
の
農

業
法
人
や
都
道
府
県
ご
と
の
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
が
一
堂
に
揃
い
、
就
農
に
関
す
る
相
談

が
そ
の
場
で
行
え
る
、
と
い
う
点
。
さ
ら
に
、

普
段
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
〝
現
場
の
声
〞

を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

農
業
に
就
こ
う
と
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、

方
針
を
立
て
る
上
で
も
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

●
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
開
催
予
定
は
裏
表

紙
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
人
に
な
り
た
い
人
の
就
業
相
談
会

新・農業人フェアのポイント
●全国の農業法人、自治体の就農支
援機関などが一堂に揃う
●セミナーで農業の実態や新規就農
者の体験などが聞ける
●出展者以外にも、全国の就農支援
情報などが入手できる
●農業の魅力、楽しさ、やりがい、
つらさなど、現場の人たちから学
ぶことができる

全国の農業
法人を一度
に回れたのが
よかった

参加者の声

経験者の意
見は非常に
参考になった

農業の意義
を知ることが
できた

就農への道筋
がはっきりと
見えてきた

独立就農の
相談に乗って
もらえた

経経

新規就農セミナープログラム（2010年5月22日の東京会場プログラム）
時間 セミナー 講師

11：00～11：30 農業を仕事に！新規参入と農業法人への就職のすすめ 全国新規就農相談センター

11：30～12：00 農業法人が本当に求める人材 千葉県（株）生産者連合デコポン
井尻弘代表取締役社長

12：00～12：30 新規就農実践報告　農業法人に就職して
千葉県（農）和郷園
郷隆幸氏

12：30～13：00 新規就農実践報告　独立経営者になって
長野県Suki Flower Farm代表
鈴木義啓氏

13：00～13：30 農業を仕事に！新規参入と農業法人への就職のすすめ 全国新規就農相談センター

13：30～13：45 農業体験・研修 日本農業実践学園　真下倫久氏
13：45～14：00 日本農業技術検定 全国新規就農相談センター
14：00～14：15 インターンシップ 全国新規就農相談センター
14：15～14：30 農業経営継承事業 全国新規就農相談センター

14：30～15：30 パネルディスカッション「私たちはこうして農業を始めました！」 新規就農者

セミナープログラム概要
イベントでは「農業の種類や就農の方法」といった基本講座に加え、農業法人や生産業者、就農経
験者などによる講演、パネルディスカッションが行われる。農業に就いた経緯や農業の魅力、農業の
抱える問題など、さまざまな“現実”を現場の声から学ぶことができる。

写真は 5月 22日に
行われた東京会場で
のセミナーの様子。
各講演の終わりには
質問タイムが設けら
れているので、疑問
があったら遠慮なく質
問してみよう！

http://www.nca.or.jp/Be-farmer/event/
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郷
隆
幸
さ
ん
（
32
歳
）
は
今
春
、
佐
藤
農
園

に
採
用
が
決
定
し
た
新
・
農
業
人
。
彼
と
農
業

の
出
会
い
は
2
0
0
9
年
5
月
に
行
わ
れ
た
新
・

農
業
人
フ
ェ
ア
だ
。

「
建
築
業
の
派
遣
社
員
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
実

家
が
酪
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
農

業
に
関
し
て
も
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ

で
、
一
度
フ
ェ
ア
を
覗
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
妻
と
共
に
足
を
運
ん
だ
ん
で
す
」

〝
い
つ
か
は
農
業
〞
と
い
う
思
い
で
訪
れ
た
つ

も
り
が
、
帰
る
こ
ろ
に
は
〝
今
す
ぐ
始
め
よ
う
〞

と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
そ

の
後
、
郷
さ
ん
は
農
業
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
を
利

用
し
、
山
梨
県
の
農
業
法
人
で
研
修
を
行
っ
た
。

「
最
初
は
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
〝
農
業
は
お
も
し
ろ
い
〞
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
1
週
間
の
研
修
で
そ
う
思

え
た
の
だ
か
ら
、
農
業
に
向
い
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
す
勇
気
。
ま
ず
研
修
を
受
け
て
み
て
、
自

分
に
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
確
か
め
て
み
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」

鈴
木
義
啓
さ
ん
（
38
歳
）
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
か

ら
農
業
へ
と
職
を
移
し
、
独
立
経
営
者
と
し
て

有
機
多
品
目
花
き
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
仕
事
柄
か
、〝
色
〞
へ

の
こ
だ
わ
り
が
強
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
自

分
が
自
然
美
で
あ
る
花
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
ね
」

一
念
発
起
し
た
鈴
木
さ
ん
は
長
野
県
の
新
規

就
農
研
修
制
度
に
関
す
る
情
報
を
入
手
。
関
係

者
の
話
を
聞
く
に
つ
れ
、「
こ
れ
な
ら
非
農
家
の

自
分
で
も
就
農
で
き
る
！
」
と
手
応
え
を
得
た

と
い
う
。
農
業
へ
の
思
い
を
強
め
た
鈴
木
さ
ん

は
農
業
大
学
校
で
の
1
年
間
の
研
修
に
加
え
、

複
数
の
農
家
で
研
修
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

間
に
農
地
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
営
農
へ
の
道

筋
を
立
て
た
。

「
現
在
は
有
機
栽
培
の
花
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ

ラ
ワ
ー
）
を
育
て
、
花
市
場
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

市
場
に
出
荷
販
売
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は

生
花
に
加
え
、
食
用
の
花
の
加
工
や
異
業
種
と

の
コ
ラ
ボ
経
営
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

ス
テ
ー
ジ
で
聞
け
る
！　

新
規
就
業
者
の
実
体
験

独立就農

農業法人
に就職

受付

入
口

出
口

記入コーナー

出展ブース

農業インターン
シップコーナー

mapで見る　新・農業人フェア　◎2010年5月22日に行われた東京会場の様子

資料コーナー

DVDコーナー

高い注目を集める農業インター
シップに関しても相談の機会を
用意

地域ごとに区分けされたブースでは、
農業法人、自治体の新規就農相談セ
ンターなどが就農希望者からの相談
を受け付けている

何でも総合相談窓口
どうすれば農業に就けるのか、
就農にあたっての心構えなど、
農業を熟知した“先生”がわかり
やすく解説してくれる

講演ステージ

各ブースの担当者に渡す訪問カード
（簡易履歴書）はここで記入。希望地
域や作目などの項目にヌケがないよ
うに注意！

イベントに出展できなかった農業法
人や生産業者の資料はココで！

特集2
「本気」の人へ。農林漁業就業フェア
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新規就農をトータルにサポート

なにを育てるか、どう育てるか。
なにを学び、どんな就農パターンをとるか。

農業に就くにはさまざまな選択肢が用意されている。
まずは、新規就農希望者をトータルに支援する
全国新規就農相談センターに相談してみよう。

全国新規就農相談センターの支援

●問い合わせ
03（6910）1133（相談用）
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

新規就農
相談活動

農の雇用
事業

主な事業

就業体験
インターン
シップ

通年雇用の
安定を図る
就業調整

農業
雇用改善

新・農業人
フェア

農業
経営継承

日本農業
技術検定

就業体験
チャレンジ・
ザ・農業体験

農
業
に
興
味
が
あ
る
、
農
業
を
始
め
た
い
、

農
業
法
人
に
就
職
し
た
い
―
―
。
全
国
新
規
就

農
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
希
望
を
も

つ
人
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援
し
、
就
農
を
希
望
す

る
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
随

時
対
応
す
る
ほ
か
、「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
、「
求
人
情
報
」
や
都
道
府
県
・
市
町

村
の
「
支
援
情
報
」、「
農
地
・
家
屋
情
報
」
な

ど
を
提
供
。
ま
た
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
見
や
す

く
整
理
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。

学
校
で
の
体
験
・
研
修
や
、
農
業
法
人
で
の

就
業
体
験
も
実
施
し
て
お
り
、
農
業
の
仕
事
を

ど
ん
な
相
談
に
乗
っ
て
い
る
の
か
？

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、
ス
ム
ー
ズ

な
就
農
も
支
援
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
農
業
法
人
に
対
し
、
雇
い
入
れ

た
人
の
研
修
費
用
を
一
部
助
成
す
る
「
農
の
雇

用
事
業
」、
経
営
を
譲
り
た
い
人
と
受
け
継
ぎ

た
い
人
を
橋
渡
し
す
る
「
農
業
経
営
継
承
事

業
」、
農
業
の
知
識
を
深
め
る
た
め
の
「
日
本
農

業
技
術
検
定
」、
就
業
環
境
の
整
備
を
進
め
る

「
農
業
雇
用
改
善
推
進
事
業
」
な
ど
、
就
農
希

望
者
へ
の
多
彩
な
サ
ポ
ー
ト
と
就
業
後
の
定
着

を
支
援
す
る
幅
広
い
事
業
を
行
い
、
頼
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業

を
始
め
る
た
め
に
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
面
談
や
メ
ー
ル
で
随
時
こ
た
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
就
農
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
か
、
支

援
は
ど
う
か
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
農
業
を
し

て
い
る
の
か
、
経
営
作
目
は
…
。
そ
う
い
っ
た

相
談
に
随
時
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
提
供
し
て

い
る
情
報
は
大
き
く
図
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

提供情報の内容
①農業・農村・農業経営についての説明
・農業を始めるために必要なこと
・農地を買ったり借りたりする時の注意点
・農地の融資・補助制度　など
②新しく農業を始める人への情報提供
・求人・研修生を募集する農業法人・農家
の情報

・農業の実習を受け入れている農家の情報
・新規就農者を受け入れている市町村の情報
・買ったり借りたりできる農地・空き家の
情報

③各種調査
・新規就農者の就農支援、経営概要などの
情報

・新規就農事例
・農業法人などの雇用に関する意向調査
・新規就農者の実態調査
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農
業
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人
に
は
、
日
本

農
業
実
践
学
園
の
協
力
で
実
施
す
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ザ
・
農
業
体
験
・
研
修
」
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
期
間
と
作
目
で
コ
ー
ス
が
選
べ
、
申

し
込
み
は
随
時
可
能
だ
。

農
業
法
人
で
就
業
体
験
が
で
き
る
「
農
業
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
具
体
的
な
仕
事
内
容

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
受
入
先
は
全
国
1
5
0

の
農
業
法
人
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
よ
う
。

「
農
業
経
営
継
承
事
業
」
と
は
、
就
農
を
目

指
す
人
が
、
後
継
者
が
い
な
い
農
場
の
経
営
を

継
承
し
て
農
業
経
営
を
開
始
す
る
の
を
支
援
す

る
事
業
の
こ
と
。

経
験
豊
富
な
経
営
資
産
者
か
ら
技
術
や
経
営

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
優
れ
た
経
営
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
、
独
立
就
農
を
目
指
す
人
が
直

面
す
る
農
地
の
確
保
や
資
金
、
技
術
な
ど
の
課

題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。

農
業
の
仕
事
が
わ
か
る
。

体
験
・
研
修
、
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

後
継
者
を
目
指
す
道
。

農
業
経
営
継
承

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
農
業
体
験
・
研
修

　
（
2
0
1
0
年
度
の
内
容
）

○
作
目
：
稲
作
／
野
菜
／
有
機
野
菜
／
水
耕
栽

培
／
畜
産
／
農
産
加
工

○
期
間
・
費
用
：
5
日
間
＝
2
2
、
0
0
0
円
、

1
カ
月
＝
7
7
、
0
0
0
円
、
3
カ
月
＝

2
0
2
、
0
2
0
円

※
食
費
（
3
食
）、
宿
泊
費
、
研
修
費
、
傷
害
保

険
料
込
み

●
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

○
期
間
：
1
週
間
〜
2
カ
月
以
内
（
原
則
2
週

間
以
上
）

○
費
用
：
無
料
、
交
通
費
の
み
自
己
負
担

※
食
費
（
3
食
）、
宿
泊
費
、
研
修
費
込
み

事前体験（2週間ほど）

「農業経営継承」フロー

両者が合意合意したら
技術・経営を継承する
実践研修を開始（1年間）

経営継承合意書を締結し、
新たな経営がスタート

日常の相談と「新・農業人フェア」を開催

「チャレンジ・ザ・農業体験」を実施

「農業インターンシップ」を実施

「農の雇用事業」を実施
「農業法人等合同会社説明会」の実施

「農地情報提供システム」等の情報提供

「農業経営継承事業」の実施

「日本農業技術検定」を実施

「農業雇用改善推進事業」を実施

全国新規就農相談センターの支援就農フロー

学校での農業体験・研修をしたい

農業法人での就業体験をしたい

法人に勤めたい

独立就農をしたい

経営を継承したい

相談／情報収集

農業体験・
研修

就農の
選択

農業の知識・技術水準を知る

働きやすい環境づくり

面
談
な
ど
に
よ
る
相
談

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
提
供

体験・研修「1日の流れ」例
  5：30 起床
  5：45 研修（野菜の収穫作業）
  7：00 朝食
  8：30 研修（野菜の定植）
12：00 昼食・休憩
13：30 研修（週1回は講義）
17：00 夕食・自由時間
22：00 就寝（消灯時間は決まっていない）

特集2
「本気」の人へ。農林漁業就業フェア
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長野県　飯田市

2010年春に参加された方の言葉から

お問い合わせ先

〒395-0817　長野県飯田市鼎東鼎281
FAX. 0265（52）6181
E-mail：worholi@city.iida.nagano.jp
HP：http://www.city.iida.lg.jp/waki/

0265（21）3217

長野県飯田市役所農業課内
　　ワーキングホリデー事務局

●日程／
　第1回：10月30日（土）～11月2日（火）3泊4日
　第2回：11月20日（土）～11月23日（火）3泊4日
●宿泊／作業をする農家(食事は、初日の夕食から最
終日の昼食まで付きます。)

●作業内容／リンゴ収穫、市田柿(干し柿)作業など。
●募集人員／未定。(受入農家数によりますので、応
募者多数の場合はご参加いただけないことがありま
す。)
●参加費用／なし。（往復交通費は参加者負担。）
●申込期限／9月15日（水）必着
　（申込受付は9月1日からの予定です。）
●応募方法／インターネット又は所定の参加申込書に
よりお申し込みください。（参加申込書は、電話でご請
求ください。）

●参加の可否／参加いただく20日程度前までに事務
局よりお知らせします。

募集要項

空明るく、風匂やかなるまちと詠われる南信州飯田に収穫の秋がやってきました。南アルプスと中央
アルプスに囲まれた果樹園では、リンゴや梨、柿たちが収穫の時を静かに待っています。今秋も、こ
こで農作業をお手伝いしてくれる「ワーキングホリデー」参加希望者を募集します。これは、「観光向
けの農業体験」でも「農業研修」といったものでもありません。収穫でとても忙しい農家のお手伝いを
していただくもので、お客様扱いはできません。でも農家の生活にどっぷりと浸かり、畑で汗を流し、い
ろんなことを教わりながらの4日間は食べ物の美味しさ、収穫の喜びを実感できるものと思います。都
市では経験できないことも多く、また、農家の方ともふれあえるめったにないチャンスですよ。
新・農業人フェア2010＜9月25日（土）池袋＞にも出展！お待ちしています。

○農作業でお役に立てるか、受入農家さんと
なじめなかったら、と不安でしたが、自然の素
晴しさ、農家さんの温かさに感動しました。
○りんごの中心花を残して、他の花を摘んでし
まう「摘花」を体験。可哀想な気がしますが、
美味しいりんごに育てるには欠かせない作
業です。枝ごとの栄養のバランスなどを考え
ての仕事はあっという間に一日が過ぎてしま
います。
○酪農農家さんにて、乳搾りをしたり、絞りたて
の牛乳をいただいたりと、とても良い思い出
ができました。
○キュウリを一本一本手作業で収穫、選別、コンテナ詰めして市場へ出
荷するという、スーパーに並ぶまでの行程をお手伝い。農家さんの熟練
の手さばきはすごい！
○ネギの定植作業は、苗を畝に寝かせ、根っこが隠れるだけの土を被せ
てお終い。まっすぐに立てて植えるものと思っていたのですが、土を被せ
すぎると曲がったネギができると教わり、我が家のネギも植え直しました。

いっしょに収穫する。汗を流す。
農家でごはんを食べる、宿泊する……。
南信州・飯田市で4日間だけの農業体験。

リンゴの収穫

長野

松本

岡谷

至名古屋

至豊橋

至山梨、東京
中央自動車道

新幹線

JR飯田線

塩尻

飯田市

小諸 軽井沢

信濃大町

市田柿（干し柿）

　財団法人 やまぐち農林振興公社

財団法人 やまぐち農林振興公社
〒753-0821  山口県山口市葵二丁目5番69号（山口県葵庁舎1階）
TEL  083（924）8900　 FAX  083（924）5719　 E-mail  yashuno＠y-agreen.or.jp　 http://www.y-agreen.or.jp

やまぐちの豊かな自然の中で
夢を実現しませんか！

新・農業人フェア
名古屋（8/8）、福岡（9/11）、東京（9/25）、広島（10/16）、大阪（11/14）出展

農林漁業への就業に関する総合相談窓口

●山口県内での就農や農業法人への就業などに関心がある方を対
象に、県内の農業法人や就農支援機関が集まり、就農・就業希
望者からの相談を受け付けるガイダンスが開催されます。
　就農・就業に興味のある方は是非ご参加ください。

開 催 日：平成22年８月13日（金）
13:00～ ※予定

場  　所：山口県山口市小郡黄金町1-1
              「山口グランドホテル」
参　  加：参加料無料・事前予約不要

●就農・就業希望者を対象に、新規就農者の農業経営の現地見学
や意見交換を通じて、農業への理解を深めていただくことを目的に
開催しています。詳細が決まり次第、ホームページでお知らせしま
すので、就農・就業に興味のある方は是非ご参加ください。

開 催 日：平成22年８月21日（土）※予定
場  　所：山口県内の新規就農者、農業法人
募集人数：２０名程度
参 加 料：1,０00円程度（昼食代など）　　
URL : http://www.y-agreen.or.jp

「農林水産業新規就業ガイダンス」のお知らせ 「就農現地見学会」のお知らせ
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新潟県はUIJターンの皆様を応援しています。（新潟県農林公社）

田舎ぐらし体験したい方（農業集落受入タイプ）体験1泊２日

●問い合わせ先

新潟市中央区新光町15番地２
FAX　025(281)3481
E-Mail　ikusei＠niigata-ine.or.jp
URL　www.n-naic.com

025（281）3480

社団法人新潟県農林公社
青年農業者等育成センター

◎小千谷市冬井地区
20戸の小さな集落で集落営農を営む。
春の田植えから始まりホタルの観賞会、
秋の収穫祭等、集落が一丸となった
四季おりおりのイベントが計画されてい
ます。

本場の農業を体験したい方（農業法人等組織受入タイプ）

田舎ぐらし・農業体験者募集中…まずは体験を ！
百聞は一見に如かず（無料宿泊）

作物名

受入農家
（戸）

水稲

３

野菜

１

水稲＋野菜

５

水稲＋花き

１

水稲＋肉牛

１

◎柏崎市受入組織　11社（戸）で受入。

体験1泊２日、短期研修２泊３日、日時・時間は相談の上決定

◎上越市受入組織　9社(戸）で受入。
作物名

受入農家
（戸）

水稲＋野菜

４

野菜

２

野菜＋果樹

１

稲＋肉牛・酪牛

２

　福井県

　農業のことを全く知らない方から、本格的に農業経営に取り組んでみたい
と考えている方まで、農業や田舎暮らしに興味ある方ならどなたでも、お気軽
にお越し下さい。
　福井県の農業に関する情報だけでなく、就職、住まい、おためし体験などに
関する情報まで、個別にご相談に応じます。
　入場料など一切無料。時間内出入自由。予約不要。

福井県は、豊かな自然に囲まれ、子育てや
教育環境が充実しており、住みやすさ日本
一の県として評価されています。また、優れ
た技術を持つ企業が多く、意欲に応じて活
躍できる条件が揃っています。

住みやすさ日本一の福井で
農業をやってみませんか！

７月は東京、８月は大阪・名古屋で
相談会を開催します

ふくい暮らしをお考えの方には

FAX：0776（20）0651　e-mail：enchiku@pref.fukui.lg.jp
0776（20）0433

福井県農林水産部園芸畜産課就農・企業化支援グループ
FAX：0776（22）1702
e-mail：furusatoeigyou@pref.fukui.lg.jp

0776（20）0387
福井県ふるさと帰住センター

７月３１日（土） 東京　ふるさと暮らし情報センター銀座（地下鉄東銀座駅すぐ）

８月  ７日（土） 大阪　ふるさと暮らし情報センター（シティプラザ大阪内１階）

８月２８日（土） 名古屋 ふるさと帰住センター（中区金山 水野ビル9階）

※開催時間は東京、大阪会場は13時～16時半、名古屋会場は
　10時半～16時半を予定しています。

【開催予定日及び開催場所】

開　　催　　場　　所開　催　日

グリーンツーリズム
田舎暮らし

就職・住宅

就農
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幕別町

札幌

旭川

帯広

短期研修生
１年を基準にした農業体験コースです。こ
れから新規就農を目指す方はもちろん、
「食」や「農」についてもっと知りたい、北
海道幕別町の畑で働いてみたい、農作
業を体験したいなど、農業に関心のある
方を幅広く歓迎します。
※ご希望に合わせて、研修期間の設定可能

フロンティア研修生
新規参入を目標にするコースです。「農業
人になる！」という信念をお持ちの方は、短
期研修を終了した後に審査を経て、この
コースに進み、より実践的な研修を受ける
ことができます。

●募集人員：若干名
○新規参入を目指す、概ね35才までの方。
　体験コースを希望する方については、
年齢は問いませんが、心身ともに健康
で農作業が可能な体力のある方。
○普通自動車免許が必要です。
※新規参入を目指される方については、
必要となる自己資金を準備できること。
妻帯者が前提となります。

※現在、忠類地区において、酪農で新規
参入を目指す方を大募集！詳しくは、事
務局までお問い合わせください。

○アパート形式の住宅を完備していますの
で、プライベートはしっかり確保されます。
オール電化対応の快適な施設です。
○幕別・札内市街地までは車で15分ほ
どで、金融機関や食料品等の生活に
必要なものが揃います。隣接する帯広
市・忠類市街地へは30分程度です。

募集情報

こんな方を募集します

生活環境

北海道 幕別町

北海道中川郡幕別町字新和162番地128
FAX. 0155（57）2716
E-mail:nogyosinkokosya@north.hokkai.net
http://north.hokkai.net/nogyosinkokosya

0155（57）2711

まくべつ農村アカデミー
事務局  財団法人幕別町農業振興公社

「自然に囲まれて仕事がしたい」「家族との時間を大切にしたい」
十勝平野の真ん中で、あなたの目指す農業を実現してみませんか。
幕別町は、畑作、路地野菜、酪農等の多様な農業が営まれており、きっとあな
たの希望する研修ができるでしょう。
まくべつ農村アカデミーは、平成７年に開校以来、多くの卒業生を送り出してき
ました。本気で農業について考えたいのなら、私たちはきっとあなたの力にな
ることができます。

空と土の間で生きるという選択

新・農業人フェア
札幌（10/24（日））出展
大阪（11/14（日））出展

●継承にあたっては、行政や農業委員会、JA、普及機関などがチームを組んで
　コーディネートします。
●必要に応じて税理士などの専門家を派遣し、権利関係も明確にします。

やまぐちで
農場の経営を受け継ぎませんか！

経験豊富な経営者が
技術や経営管理の
ノウハウを教え、

販路・農地・管理施設などの
経営資産をあなたに
バトンタッチします。

後継者がいない
農場の経営を
継承しませんか？

継がせたい私が、ここにいる。つくりたい私が、ここにいる。

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

山口県庁

至小郡 至宮野

至山口駅
至小郡

KRY山口放送

合
同
庁
舎

パ
ー
ク
ロ
ー
ド

埋蔵文化財センター

消防署

市民会館

中央郵便局

県立美術館

市役所

亀山公園

県立博物館

山口県農業会議
山口県自治会館内

　山口県農業会議

＜申し込み・問い合わせ先＞

山口県農業会議

〒753-0072  山口県山口市大手町9-11　山口県自治会館2階
FAX. 083（932）2393
URL：http://www1.ocn.ne.jp/̃nouhozin/index.html

083（923）2102  担当／松崎、寺内

新・農業人フェア
東京（9/25）
大阪（11/4）出展

青森県で、
「本格的に農業を始めたい」
「農業分野での就職を考えている」
「親の経営を継承したい」など…。 

新しく農業を始めたい、農業分野に就職し
たいと考えている皆さんからの相談を受け付けて
います！

農業の具体的なイメージを固めるための農業体
験研修を行っています。
○研修生要件：県内への就農希望者
○研修期間：3日間
○研修内容：県内農業法人等での農業体験

など
○参加費：無料（交通費、傷害保険等は自己

負担）

「農業を始めたいが独立は難しい」
「独立を目指して農業法人や農家で働きたい」な
ど…。

農業の就職先を紹介・斡旋します！
人手の足りない農業法人や農家が皆さんをお待
ちしています。

「農業研修のための資金が必要」
「就農の準備資金がほしい」
「営農初期に必要な営農費、生活費の支援が
ほしい」など…。

就農を目指す方 を々資金面で支援 !!
資金に関する相談を受付中です。

はじめの一歩「就農相談」受付中！ 農業体験でイメージを固めよう！

青森県新規就農相談センター（社団法人青い森農林振興公社）

青森県青森市新町二丁目4-1 青森県共同ビル6階
FAX. 017（734）1738
URL http://www.aoimori-norin.jp

●お問い合せ先

017（773）3131

青森県は、りんご、ながいも、にんにく、ごぼうの
収穫量が全国第１位。ほかにも、さくらんぼ、だいこん、
露地メロン、にんじん、夏秋トマト、こかぶなど、

豊かな農地と夏の冷涼な気候を
利用した野菜や果樹の生産が盛んです。

農作業に関する職業を斡旋します！ 無利子資金の貸出で就農サポート！

青森県新規就農相談センター
（社団法人青い森農林振興公社）

決め手は青森県！
就農するなら
青森県!!

平成22年7月25日（日）11:00～16:00
フェリヴェール サンシャイン　水戸市白梅２－３－８６

平成22年12月11日（土）11:00～16:00
ホテルグランド東雲　つくば市小野崎４８８－１

平成23年2月26日（土）11:00～16:00
フェリヴェール サンシャイン　水戸市白梅２－３－８６

財団法人　茨城県農林振興公社（農業担い手育成室）
〒311-4203　茨城県水戸市上国井町3118-21

　029（239）7131　URL：http://www.ibanourin.or.jp

第1回
水戸会場

第2回
つくば会場

第3回
水戸会場

農業するなら
茨城がいいよね。

新・農業人フェア in いばらき

農業法人に
就職したい 茨城県で

農業を始めたい

茨城県で農業を始めたい方のための相談会を開催します。

さとやま生活
を始めたい

開　催　情　報
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●仕事：野菜の栽培管理、収穫、出荷業務
●資格：普通自動車免許（MT）
●給与：月額150,000円
　　　　（試用期間3ヶ月　日給5,800円）

※月を単位として賃金を決め、至急対象
期間に不就労があれば、その分を控除
して支給します。

●休日：年間休日90日　※4～ 12日／月
●勤務地：滋賀県近江八幡市

メールまたは電話にて申込み後、簡単な面接。
⬇

短期研修（1週間～4週間　有料）
※インターンシップ利用可

⬇
採用面接
⬇

採用の可否
●備考：社会保険完備（健康保険、雇用保険、

労災保険、厚生年金）
通勤手当あり
共同寮（相部屋）※男性用、女性用とし
て一室ずつあります。
マンション（3DK）費用:25,000円　
※ご家族連れのかたはその他の住居を紹介
することができますので、ご相談下さい。

非農家、ふるさとを離れての就農から14年、ようや
くらしくなってきました。現在は新鮮でおいしい、安
心、安全が見える野菜作りを心がけ、多品目栽培
による輪作を18棟の
ハウスと露地を組み合
わせて行っています。
市内外の大型量販店
にコーナーを持ち、地
域の方々にも認められ
た地産地消に特化し
た農園です。
「育てる・売る・食べる」
三者が笑顔の食文化
の循環を作ることが、
私達みやもと農園のテ
ーマです。

　みやもと農園

〒523-0816　滋賀県近江八幡市西庄町1728
FAX番号：0748（26）7681
tdkw54108@maia.eonet.ne.jp
http://ameblo.jp/miyamoto0526

0748（26）7680 
担当／宮本　圭一郎

応募

募集情報 メッセージ

連絡先

みやもと農園 （代表　宮本圭一郎）

自
立
し
た

　
　 

農
業
人
。
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　本書では、29人の新規就農者の就農の動機、農地や技術の習
得、資金や住宅の確保など、就農するための取り組みを掲載。自分の
体験をもとにした就農希望者へのアドバイスなどを余すところなく紹介して
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んでいただきたい一冊です。
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URL：http://web-iju.info/

●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口
地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住促進協議会  定 0138（21）3622 函館市東雲町4-13　函館市企画課内
岩手県 定住・交流サポートセンター  定 019（629）5194 盛岡市内丸10-1　県庁内

（財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市内丸10-1　岩手県庁2階
宮城県 宮城県企画部地域振興課  定 022（211）2424 仙台市青葉区本町3-8-1
秋田県 （財）秋田県ふるさと定住機構  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 すまいる山形暮らし案内所  定 023（630）3083 山形市松波2-8-1　県庁6階
福島県 福島県観光交流局観光交流課  定 024（521）7287 福島市杉妻町2-16
　 ふるさと福島就職情報センター（福島）  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま内

茨城県 いばらきさとやま生活「田舎暮らし相談窓口」  定 0294（72）2266 常陸太田市木崎二町937-10
栃木県 “とちぎ暮らし”推進協議会  定 028（623）2233 宇都宮市塙田1-1-20
山梨県 人材紹介バンクやまなし  就 055（223）1562 甲府市丸の内1-6-1　県庁別館3階
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 愛知県名古屋市中区錦1-10-27 カネヨビル4階
新潟県 新潟県総務管理部地域政策課交流・定住促進班  定 025（280）5088 新潟市中央区新光町4-1
富山県 「くらしたい国、富山」推進本部  定 076（444）4496 富山市新総曲輪1-7
福井県 福井県定住サポートセンター  定  就 0776（20）0387 福井市大手3-17-1　県庁労働政策課内
長野県 田舎暮らし案内人  定 026（233）1794 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県商工部雇用・人材育成課  就 026（235）7201 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県総合企画部観光交流推進局地域振興課  定 058（272）8078 岐阜県藪田南2-1-1　岐阜県庁3階
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3309 津市羽所町700　アスト3階
京都府 京の田舎ぐらし・ふるさとセンター  定 075（414）6624 京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町104-2　府庁西別館2階
兵庫県 ひょうご・しごと情報広場 若者しごと倶楽部  就 078（351）3371 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー12階
奈良県 奈良県地域振興部地域づくり支援課  定 0742（27）8474 奈良県登大路町30　奈良県庁主棟4階
和歌山県 和歌山県企画部地域交流課  定 073（441）2930 和歌山市小松原通1-1

和歌山ふるさと定住センター  定 0735（78）0005 東牟婁郡古座川町直見212
和歌山県就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724

鳥取県 鳥取県移住定住サポートセンター  定 0857（26）7128 鳥取市東町1-220　県庁本庁内
（財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（24）4740 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階

島根県 （財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
広島県 広島県交流・定住促進協議会事務局  定 082（513）2623 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

ひろしま夢ぷらざ 田舎暮らし相談コーナー  定 082（544）1122 広島市中区本通8-28
広島県無料職業紹介所  就 082（513）3427 広島市中区基町10-52　県庁東館3階

山口県 UJIターン相談コーナー  定  就 083（976）1145 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 徳島県就労支援プラザ  就 088（621）2350 徳島市万代町1-1
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（932）7841 松山市三番町4-10-1　愛媛県三番町ビル2階
高知県 高知県地域づくり支援課  定 088（823）9336 高知市丸ノ内1-2-20

高知県U・Iターン人材情報センター  就 0120（103）245 高知市丸ノ内1-2-20　高知県雇用労働政策課内
佐賀県 佐賀の暮らし相談室  就 0952（25）7066 佐賀市城内1159　県庁内
長崎県 “ながさき田舎暮らし”のワンストップ窓口  定  就 095（895）2245 長崎市江戸町2-13
熊本県 熊本県地域振興部地域政策課  定 096（333）2134 熊本市水前寺6-18-1
宮崎県 宮崎ふるさと暮らし相談窓口  定 0985（26）7047 宮崎市橘通東2-10-1

（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口
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●道府県I・J・Uターン就職情報等提供・相談窓口
地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道IJU（移住） 情報センター就職相談コーナー  農  定  求 03（5212）9208 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 北海道東京事務所内

北海道東京事務所大阪支所  農  定  求 06（6344）4151 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル
青森県 あおもりキャリアセンター  農  求 03（3271）0700 東京都中央区八重洲2-2-1　住友生命八重洲ビル5階

青森県大阪情報センター  農  定  求 06（6341）2184 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 青森県大阪事務所内
岩手県 岩手県Uターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

いわてＵターンセンター  求 06（6341）3258 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 岩手県大阪事務所内
宮城県 ふるさと宮城人材ネットワーク東京情報センター  定  求 03（5212）9048 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 宮城県東京事務所内
秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 03（5251）9115 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

ふるさと暮らし情報センター秋田県ブース  定  求 03（3543）0333 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階
秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

山形県 山形県Uターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内
山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

福島県 ふくしまふるさと暮らし情報センター  農  林  漁  定 03（3543）0333 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階
ふるさと福島就職情報センター  求 03（3545）6140 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階ふるさと暮らし情報センター内

群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3546）8511 東京都中央区銀座5-13-19　デュープレックス銀座タワー5/13  2階
山梨県 やまなしU・Iターン就職支援室  農  林  定  求 03（5213）2890 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山梨県東京事務所内

ふるさと山梨就職情報コーナー  農 06（6344）5961 大阪市北区梅田1-1-3　大阪駅前第3ビル21階 山梨県大阪事務所内
富山県 富山県東京Uターン情報センター  求 03（3816）1655 東京都文京区白山5-1-3　東京富山会館ビル5階

富山県大阪Uターン情報センター  求 06（6445）2811 大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館3階
石川県 石川県東京UＩターン相談室  農  林  漁  求 03（5212）9016 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 石川県東京事務所内

石川県大阪Uターン相談室  農  林  漁  求 06（6363）3077 大阪市北区西天満4-14-3　住友生命御堂筋ビル2階
石川県名古屋Ｕターン相談室（栄）  求 052（251）7350 名古屋市中区栄3-1-26　本町牧野ビル5階
石川県名古屋Ｕターン相談室（名古屋駅前）  求 052（589）3180 名古屋市中村区名駅南1-24-30　名古屋三井ビル本館10階

福井県 東京・福井Uターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5778）0291 東京都港区南青山5-4-41　ふくい南青山291 2階
福井県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6231）1024 大阪市中央区瓦町2-2-14

長野県 東京Iターン相談室  農  林  定  求 03（5212）9187 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 長野県東京事務所内
新潟県 にいがたUターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階
岐阜県 岐阜県労働雇用課  求 058（271）4135 岐阜市薮田南2-1-1　県庁労働雇用課内
静岡県 静岡Ｕターン就職情報センター  求 03（5212）9035 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 静岡県東京事務所内 
京都府 京の田舎暮らし・ふるさとセンター  農  定 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
和歌山県 きのくにUターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内
鳥取県 ふるさと鳥取Uターンコーナー（東京）  定  求 03（5215）5117 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内

ふるさと鳥取Uターンコーナー（大阪）  定  求 06（6455）0233 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内
島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  定  求 03（3516）6555 東京都中央区日本橋室町1-5-3　福島ビル1階 にほんばし島根館内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 082（541）2410 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル3階 島根県広島事務所内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー22階 広島県東京事務所内
大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 ふるさと山口・東京Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 03（3231）1863 東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル1階 おいでませ山口館内
ふるさと山口・大阪Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪事務所内

徳島県 徳島県Uターンコーナー（東京）  農  求 03（5212）9024 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京事務所内
徳島県Uターンコーナー（大阪）  農  林 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内
香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  定 06（6281）1661 大阪市中央区東心斎橋1-18-24　クロスシティ心斎橋4階

愛媛県 Uターン情報コーナー  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階 愛媛県東京事務所内
愛媛県大阪事務所  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 高知県東京事務所  求 03（3501）5541 東京都港区虎ノ門2-6-4　虎ノ門11森ビル8階
高知県大阪事務所  定 06（6244）4351 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階

佐賀県 佐賀県首都圏営業本部  定 03（5212）9073 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
佐賀県関西・中京営業本部  農  求 06（6344）8031 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

長崎県 長崎県東京事務所  求 03（5212）9025 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階
長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

熊本県 くまもとUターン情報コーナー  農  林  漁  定  求 03（3572）5022 東京都中央区銀座5-3-16　銀座熊本館3階 
熊本県大阪事務所  農 06（6344）3883 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県 おおいた情報館  Uターンコーナー  農  林  漁  定  求 03（6228）8770 東京都中央区銀座2-2-2　新西銀座ビル8階
大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 ふるさと宮崎就職相談窓口（東京）  農  林  漁  定  求 03（5212）9007 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 宮崎県東京事務所内
ふるさと宮崎就職相談窓口（大阪）  農  定  求 06（6345）7631 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 宮崎県大阪事務所内

鹿児島県 鹿児島県新規就農東京相談所  農  林 03（3506）9177 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル9階 かごしま遊楽館内
ふるさと人材相談室（東京）  定  求 03（3506）9177 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル9階 かごしま遊楽館内
鹿児島県新規就農大阪相談所  農 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県ふるさと人材相談室大阪事務所  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県新規就農福岡相談所  農 092（441）2852 福岡市博多区博多駅中央街8-36　博多ビル8階 鹿児島県福岡事務所内

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーマー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（3450）8632 東京都港区港南2-5-12　ハローワーク品川 品川庁舎4F

ふるさとプラザ東京〔全国のグリーツーリズム （ふるさと体験）情報提供〕 03（3548）2310 東京都中央区八重洲1-5-3　不二ビル8階 （財） 都市農山漁村交流活性化機構内

ふるさと情報プラザ〔全国の自治体観光パンフレット等の提供〕 03（3284）0855  東京都千代田区有楽町1-7-1　有楽町電気ビル 南館1F

（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報
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●新規就業希望者の相談窓口
全国新規就農相談センター
〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
中央労働基準協会ビル2階　全国農業会議所内
TEL. 03（6910）1133（相談用）
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

就業相談窓口

都道府県新規就農相談センター
都道府県青年農業者等育成センター 都道府県農業会議
指定法人 電話番号 指定法人 電話番号

（財）北海道農業開発公社　北海道農業担い手育成センター 011（271）2255 北海道農業会議 011（281）6761（直）
（社）青い森農林振興公社 017（773）3131 青森県農業会議 017（774）8580（直）
（社）岩手県農業公社 019（623）9390 岩手県農業会議 019（622）5825（直）
（財）みやぎ農業担い手基金 022（264）8238 宮城県農業会議 022（275）9164（直）
（社）秋田県農業公社 018（884）5512 秋田県農業会議 018（860）3540（直）
（財）やまがた農業支援センター 023（641）1117 山形県農業会議 023（622）8716（直）
（財）福島県農業振興公社 024（521）9848 福島県農業会議 024（524）1201（直）
（財）茨城県農林振興公社 029（239）7131 茨城県農業会議 029（301）1236（直）
（財）栃木県農業振興公社 028（648）9511 栃木県農業会議 028（648）7270（直）
（財）群馬県農業公社 027（251）1220 群馬県農業会議 027（280）6171（直）
（社）埼玉県農林公社 048（558）3555 埼玉県農業会議 048（829）3481（直）
（財）千葉県水産振興公社 043（222）9136 千葉県農業会議 043（222）1703（直）
（財）東京都農林水産振興財団 042（528）1357 東京都農業会議 03（3370）7145（直）
神奈川県農業技術センターかながわ農業アカデミー ※1 046（238）5274 神奈川県農業会議 045（201）0895（直）
（財）山梨県農業振興公社 055（223）5747 山梨県農業会議 055（228）6811（直）
（社）岐阜県農畜産公社 058（276）4601 岐阜県農業会議 058（268）2527（直）
（社）静岡県農業振興公社 054（250）8991 静岡県農業会議 054（255）7934（直）
（財）愛知県農業振興基金 052（951）3626 愛知県農業会議 052（962）2841（直）
（財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 三重県農業会議 059（213）2022（直）
（社）新潟県農林公社 025（281）3480 新潟県農業会議 025（223）2186（直）
（社）富山県農林水産公社 076（441）7396 富山県農業会議 076（441）8961（直）
（財）いしかわ農業人材機構 076（257）7621 石川県農業会議 076（257）7066（直）
（社）ふくい農林水産支援センター 0776（21）5475 福井県農業会議 0776（21）0010（代）
（社）長野県農業担い手育成基金 026（231）6222 長野県農業会議 026（234）6871（直）
（財）滋賀県農林漁業後継者特別対策基金 077（523）5509 滋賀県農業会議 077（523）2439（直）
（社）京都府農業開発公社 075（417）6847 京都府農業会議 075（441）3660（直）
（財）大阪府みどり公社 06（6266）8916 大阪府農業会議 06（6941）2701（直）
（社）兵庫みどり公社 078（361）8116 兵庫県農業会議（ひょうご就農支援センター） 078（391）1222（直）
（財）奈良県振興公社 0742（23）6148 奈良県農業会議 0742（22）1101（代）
（財）和歌山県農業公社 073（433）5547 和歌山県農業会議 073（428）4165（直）
（財）鳥取県農業農村担い手育成機構 0857（26）8350 鳥取県農業会議 0857（26）8371（直）
（財）しまね農業振興公社 0852（32）2300 島根県農業会議 0852（22）4471（直）
（財）岡山県農林漁業担い手育成財団 086（226）7423 岡山県農業会議 086（234）1093（直）
広島県農業経営課相談窓口 ※1 082（224）0129 広島県農業会議 082（545）4146（直）
（財）やまぐち農林振興公社 083（924）8900 山口県農業会議 083（923）2102（直）
（財）徳島県農業開発公社 088（621）3083 徳島県農業会議 088（621）3054（直）
（財）香川県農業振興公社 087（831）3211 香川県農業会議 087（812）0810（直）
（財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（945）1542 愛媛県農業会議 089（921）4438（直）
（財）高知県農業公社 088（823）8618 高知県農業会議 088（824）8555（直）
（財）福岡県農業振興推進機構 092（716）8355 福岡県農業会議 092（711）5070（直）
（財）佐賀県青年農業者育成センター 0952（25）7106 佐賀県農業会議 0952（23）7057（直）
（財）長崎県農林水産業担い手育成基金 095（895）2935 長崎県農業会議 095（822）9647（直）
（財）熊本県農業後継者育成基金 096（385）2679 熊本県農業会議 096（384）3333（直）
（社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400 大分県農業会議 097（532）4385（直）
（社）宮崎県農業振興公社 0985（51）2631 宮崎県農業会議 0985（73）9211（直）
（社）鹿児島県農業・農村振興協会 099（213）7223 鹿児島県農業会議 099（286）5815（直）
（財）沖縄県農業後継者育成基金協会 098（866）2280 沖縄県農業会議 098（889）6027（直）
※1 指定法人ではありませんが、就農相談を行っています。※2 火、水、木曜日10：30 ～16：00

※2
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●新規就業希望者の相談窓口
林業労働力確保支援全国センター
〒101-0047　東京都千代田区内神田1-1-12
コープビル全国森林組合連合会内
TEL：03（3294）9713
http://www.nw-mori.or.jp/

就業相談窓口

●地域の林業について情報を集める

都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター等 電話番号 〒 所在地
北海道 （社）北海道造林協会 011（200）1381 060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目（道林業会館6F）
青森県 （社）青い森農林振興公社 017（732）5288 030-0801 青森市新町2-4-1（青森県共同ビル6F）
岩手県 （財）岩手県林業労働対策基金 019（653）0306 020-0021 盛岡市中央通3-15-17
宮城県 （財）みやぎ林業活性化基金 022（217）4307 980-0011 仙台市青葉区上杉2-4-46
秋田県 （財）秋田県林業労働対策基金 018（864）0161 010-0931 秋田市川元山下町8-28（県森連会館3F）
山形県 （財）山形県林業公社 023（623）3505 990-0044 山形市緑町1-9-30（緑町会館6F）
福島県 （社）福島県林業協会 024（521）3245 960-8043 福島市中町5-18（県林業会館内）
茨城県 （社）茨城県林業協会 029（225）5949 310-0011 水戸市三の丸1-3-2（県林業会館内）
栃木県 （財）栃木県森林整備公社 028（643）5330 320-0024 宇都宮市栄町5-7
群馬県 （財）群馬県森林・緑整備基金 027（212）6295 371-0847 前橋市大友町1-18-7（県大友町庁舎2F）
埼玉県 （社）埼玉県農林公社 0494（25）0291 368-0034 秩父市日野田町1-1-44（埼玉県秩父農林振興センター内）
千葉県 （社）千葉県緑化推進委員会 0438（60）1521 299-0265 袖ヶ浦市長浦拓2号 580-148
東京都 （財）東京都農林水産振興財団 042（528）0643 190-0013 立川市富士見町3-81
神奈川県 神奈川県森林組合連合会 046（228）1774 243-0014 厚木市旭町1-8-14（グリーン会館3F）
新潟県 （社）新潟県農林公社 025（285）7711 950-0965 新潟市新光町15-2
富山県 （社）富山県農林水産公社 076（441）6747 930-0096 富山市舟橋北町4-19（県森林水産会館6F）
石川県 （財）石川県林業労働対策基金 076（237）0121 920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-1
福井県 （財）福井県林業従事者確保育成基金 0776（38）0345 918-8567 福井市江端町20-1
山梨県 （財）山梨県林業公社 055（242）6667 400-0016 甲府市武田1-2-5
長野県 （財）長野県林業労働財団 026（225）6080 380-8567 長野市大字中御所字岡田30-16（県林業センター内）
岐阜県 （社）岐阜県森林公社 058（277）1064 500-8384 岐阜市薮田南5-14-53（県民ふれあい会館9F）
静岡県 （社）静岡県山林協会 054（255）4485 420-8601 静岡市葵区追手町9-6（県庁西館9F）
愛知県 （財）愛知県林業振興基金 052（953）3608 460-0002 名古屋市中区丸の内3-5-16
三重県 （財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 515-2316 松阪市嬉野川北町530
滋賀県 （財）びわ湖造林公社 077（522）8349 520-0807 大津市松本1-2-1（大津合同庁舎6F）
京都府 （財）京都府林業労働支援センター 075（821）9277 604-8424 京都市中京区西ノ京樋ノ口町123
大阪府 （社）大阪府木材連合会 06（6538）7524 550-0013 大阪市西区新町3-6-9
兵庫県 （財）兵庫県営林緑化労働基金 078（361）8010 650-0004 神戸市中央区中山手通7-28-33
奈良県 （財）奈良県林業基金 0742（27）4860 630-8301 奈良市高畑町1116-6（なら土連会館内）
和歌山県（社）わかやま森林と緑の公社 0739（83）2022 649-2103 西牟婁郡上富田町生馬1504-1
鳥取県 （財）鳥取県林業担い手育成財団 0857（28）0121 680-0947 鳥取市湖山町西2-413
島根県 （社）島根県林業公社 0852（32）0253 690-0886 松江市母衣町55-4（松江商工会議所ビル6F）
岡山県 （財）岡山県林業振興基金 086（225）9382 700-0866 岡山市岡南町2-5-10
広島県 （財）広島県農林振興センター 082（541）6187 730-0051 広島市中区大手町4-2-16
山口県 （財）やまぐち森林担い手財団 083（932）5286 753-0048 山口市駅通り2-4-17（県林業会館内）
徳島県 （財）徳島県林業労働力確保支援センター 088（622）8158 770-0939 徳島市かちどき橋1-41（県森連内）
香川県 香川県森林組合連合会 087（861）4352 760-0008 高松市中野町23-2
愛媛県 （財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（934）6153 790-0003 松山市三番町4-4-1（県林業会館4F）
高知県 （財）高知県山村林業振興基金 0887（57）0366 782-0078 香美郡土佐山田町大平80（森林総合センター内）
福岡県 （財）福岡県水源の森基金 092（732）5450 810-0001 福岡市中央区天神3-10-25（森連ビル内）
佐賀県 （財）佐賀県森林整備担い手育成基金 0952（25）7133 840-0041 佐賀市城内1-1-59（県庁林業課内）
長崎県 （社）長崎県林業協会 0957（25）0184 854-0063 諫早市貝津町1122-6
熊本県 （財）熊本県林業従事者育成基金 096（340）1151 862-0950 熊本市水前寺6-5-19（県住宅供給公社ビル204号）
大分県 （財）大分県森林整備センター 097（546）3009 870-0844 大分市大字古国府字内山1337-15
宮崎県 （社）宮崎県林業労働機械化センター 0985（29）6008 880-0804 宮崎市宮田町13-16（県庁10号館）
鹿児島県（財）鹿児島県林業担い手育成基金 0995（54）3131 899-5302 姶良郡蒲生町上久徳182-1
沖縄県 （社）沖縄県林業協会 098（888）0677 900-0024 那覇市字古波蔵112（雇用改善指導相談室）
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●新規就業希望者の相談窓口
全国漁業就業者確保育成センター
〒101-0061　東京都千代田区三崎町3丁目1番16号
神田アメレックスビル8階（株）アール・ピー・アイ内
TEL：03(5215)5690
http://www.ryoushi.jp/

就業相談窓口

●地域の漁業について情報を集める

地域 都道府県・漁業就業者確保育成センター 電話番号 〒 所在地
北海道 北海道漁業就業者確保育成センター 011（271）5051 060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目 水産ビル（社）北海道水産会内
東北 青森県沿岸漁業就業者確保育成センター 017（734）9592 030-8570 青森市長島1丁目1-1 青森県農林水産部水産振興課内

青森県沖合・遠洋漁業就業者確保育成センター 0178（33）3314 031-0822 八戸市白銀町字三島下95 八戸水産会館3F八戸漁業指導協会
岩手県漁業就業者確保育成センター 019（629）5817 020-8570 盛岡市内丸10-1 岩手県林業水産部水産振興課内
宮城県農林水産部水産業振興課 022（211）2935 980-8570 仙台市青葉区本町3-8-1 宮城県農林水産部水産業振興課内
宮城県漁業就業者確保育成センター 0226（23）6270 988-0036 気仙沼市弁天町1丁目8-10 気仙沼市水産振興センター内
秋田県漁業就業者確保育成センター 018（860）1883 010-8570 秋田市山王4-1-1 秋田県農林水産部水産漁港課内
山形県漁業就業者確保育成センター 0234（24）6161 998-0838 酒田市山居町2丁目14-23 山形県庄内総合支庁水産課内
福島県漁業就業者確保育成センター 024（521）7377 960-8065 福島市杉妻町2-16 福島県農林水産部水産課内

関東 茨城県漁業就業者確保育成センター 029（301）4070 310-8555 水戸市笠原町978-6 茨城県農林水産部漁政課内
千葉県漁業就業者確保育成センター 043（242）6858 260-0026 千葉市中央区千葉港4-3 水産会館千葉県漁業協同組合連合内
東京都漁業就業者確保育成センター 03（5320）4886 163-8001 新宿区西新宿2-8-1 東京都農林水産部水産課内
神奈川県環境農政部水産課 045（210）1111 231-8588 横浜市中区日本大通1 神奈川県環境農政部水産課内

北陸 新潟県漁業就業者確保育成センター 025（243）3681 950-0078 新潟市万代島4-1 新潟県漁業協同組合連合会内
富山県漁業就業者確保育成センター 076（431）9595 930-0096 富山市舟橋北町4-19 （社）富山県農林水産公社内
石川県漁業就業者確保育成センター 076（234）8819 920-0022 金沢市北安江3-1-38 （財）石川県水産振興事業団内
福井県漁業就業者確保育成センター 0776（24）1203 910-0005 福井市大手2丁目8-10 福井県漁業協同組合連合会内

中部 静岡県漁業就業者確保育成センター 054（221）2695 420-8601 静岡市葵区追手町9-6 静岡県産業部水産業局内
愛知県漁業就業者確保育成センター 0533（68）5196 443-0021 蒲郡市三谷町若宮97 愛知県水産試験場企画普及室内
三重県漁業就業者確保育成センター 0598（48）1226 515-2316 松阪市嬉野川北町530 （財）三重県農林水産支援センター（担い手支援グループ）

近畿 京都ジョブパーク内農林水産業コーナー 075（682）1800 601-8047 京都市南区東九条下殿田町70 京都ジョブパーク内農林水産コーナー
大阪府環境農林水産部水産課 06（6941）0351 540-8570 大阪市中央区大手前2-1-22 大阪府環境農林水産部水産課内
兵庫県漁業協同組合連合会 078（652）3444 652-0844 神戸市兵庫区中之島2-2-1 兵庫県漁業協同組合連合会指導部内
和歌山県漁業就業者確保育成センター 073（441）3000 640-8585 和歌山市小松原通1-1 和歌山県農林水産部水産課内

中国 鳥取県漁業就業者確保育成センター 0857（26）7314 680-8570 鳥取市東町1-220 鳥取県農林水産部水産課内
島根県漁業就業者確保育成センター 0852（21）0001 690-0007 松江市御手船場町575 漁業協同組合 JFしまね内
岡山県農林水産部水産課 086（224）2111 700-8570 岡山市内山下2-4-6 岡山県農林水産部水産課内
広島県農水産振興部水産課 082（228）2111 730-8511 広島市中区基町10-52 広島県農水産振興部水産課内
山口県漁業就業者確保育成センター 0832（31）2212 750-0065 下関市伊崎町1-4-24 山口県漁業協同組合内

四国 香川県漁業就業者確保育成センター 087（832）3472 760-8570 高松市番町4-1-10 香川県農政水産部水産課内
愛媛県農林水産部水産課 089（941）2111 790-8570 松山市一番町4-4-2 愛媛県農林水産部水産課内
高知県漁業就業者確保育成センター 088（821）4829 780-0850 高知市丸ノ内1-7-52 高知県水産振興部漁業振興課内
徳島県漁業就業者確保育成センター 088（621）2474 770-8570 徳島市万代町1丁目1番地 徳島県農林水産部水産課内

九州 福岡県漁業就業者確保育成センター 092（643）3560 812-8577 福岡市博多区東公園7-7 福岡県水産振興課内
佐賀県高等水産講習所 0955（72）2565 847-0122 唐津市唐房6-4948-23 佐賀県高等水産講習所内
長崎県漁業就業者確保育成センター 095（824）3624 850-8570 長崎市江戸町2-13 長崎県水産振興課内
熊本県漁業就業者確保育成センター 096（333）2455 862-8570 熊本市水前寺6-18-1 熊本県農林水産部水産振興課内
大分県漁業就業者確保育成センター 097（532）6611 870-0021 大分市府内町3-5-7 大分県漁業協同組合内
宮崎県漁業就業者確保育成センター 0985（28）6111 880-0858 宮崎市港2-6 宮崎県漁業協同組合連合会内
鹿児島県漁業就業者確保育成センター 099（286）3426 890-8577 鹿児島市鴨池新町10-1 鹿児島県林務水産部水産振興課内

沖縄 沖縄県漁業就業者確保育成センター 098（866）2300 900-8570 那覇市泉崎1-2-2 沖縄県農林水産部水産課内
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読者 質問 コーナー

夫
に
離
婚
す
る
か
、
一
緒
に
福
岡
に
帰
る
か
を

迫
り
、
結
局
一
緒
に
帰
っ
た
と
い
う
事
例
を
聞

い
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
教
育
で
す
が
、
文
科
省
の
小
学
校

の
一
斉
テ
ス
ト
で
秋
田
県
が
連
続
日
本
一
に
な

っ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
環
境
、
濃
密

な
人
間
関
係
で
の
生
活
及
び
教
育
環
境
は
決
し

て
大
都
市
で
の
教
育
に
負
け
な
い
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
整
備
・
普
及
で
地
域
格
差
は
小
さ
く
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
多
く
質
問
を
受
け
る
の
は
、
大

学
に
や
れ
る
収
入
が
得
ら
れ
る
か
で
す
。
地
方

か
ら
都
会
の
大
学
で
学
ば
せ
る
に
は
収
入
が
課

題
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
今
、
お
住
ま

い
の
大
阪
は
、
質
問
の
よ
う
な
心
配
が
な
く

1
0
0
％
満
足
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な

ぜ
、
田
舎
暮
ら
し
を
選
択
し
た
の
か
、
も
う
一

度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
30
代
で
す
の

で
、
子
ど
も
の
教
育
費
も
含
め
、
就
職
を
決
め

た
法
人
で
の
将
来
や
、
独
立
も
視
野
に
入
れ
た

検
討
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

田
舎
に
適
応
で
き
る
か
は
、
教
育
以
外
に
買

物
、
病
院
、
住
宅
・
生
活
環
境
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
い
じ
め
な
ど
都
会
で
あ

る
こ
と
と
同
様
の
心
配
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
だ
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
同
じ
地
区

で
法
人
に
就
職
し
た
人
や
、
新
規
就
農
し
た
人

か
ら
心
配
の
案
件
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

違
和
感
が
あ
れ
ば
、
田
舎
暮
ら
し
は
早
め
に

切
り
上
げ
て
、
改
め
て
仕
事
を
探
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

 私
は
、
出
版
社
に
勤
め
た
い
と
い
う
夢
を

も
ち
東
京
に
出
て
き
た
独
身
女
性
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
出
版
社
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
て
、
生
活
は
苦
し
く
、
正
社
員

に
な
る
見
込
み
も
結
婚
の
予
定
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
宮
崎
で
一
人
暮
ら
し

を
し
て
い
る
母
が
気
が
か
り
な
こ
と
も
あ

り
、
宮
崎
に
帰
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

宮
崎
で
就
職
活
動
を
し
て
い
た
ら
全
く
雇

用
が
な
い
な
か
で
農
業
法
人
の
ア
ル
バ
イ

ト
が
あ
り
、
頑
張
れ
ば
正
社
員
に
な
れ
る

と
あ
り
ま
す
。
農
業
に
は
、
全
く
興
味
が

な
い
で
す
。
し
か
し
、
東
京
に
い
て
も
先

が
見
え
な
い
で
す
。
宮
崎
で
母
と
暮
ら
し
、

農
業
法
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
選
択
は

正
解
な
の
で
し
ょ
う
か
（
東
京
都　

P
・

N　

マ
ン
ゴ
ー
食
べ
た
こ
と
が
な
い
さ

ん
、
33
歳
）。

こ
の
ご
質
問
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
農
業
に
全

く
興
味
な
い
〞
と
い
う
と
こ
で
す
。

一
つ
は
農
業
法
人
の
現
業
（
圃
場
、
生
産
）

関
係
以
外
の
業
務

を
少
し
時
間
を
か

け
て
探
す
方
法
も

あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
一
般
企
業
と

肩
を
並
べ
る
よ
う

な
農
業
法
人
（
会

社
）
も
出
て
き
ま

し
た
。
出
版
社
で

の
企
画
の
経
験
や

消
費
者
と
し
て
の

視
線
を
雇
用
主
に

き
っ
ち
り
と
ス
ト

ー
リ
ー
と
し
て
話
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
全
く
興
味
の
な
い
農
業
に
対

し
て
、
本
当
は
ど
う
か
、
自
ら
を
試
し
て
み
る

の
も
方
法
で
す
。
そ
れ
ま
で
農
業
に
全
く
関
心

も
な
く
、
趣
味
の
サ
ー
フ
ィ
ン
を
続
け
た
い
と

い
う
人
が
就
農
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
可
能
性
は
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
相
談
を
受
け
て
き
た
経
験
か
ら
い
え

ば
、
農
業
に
関
心
を
も
つ
多
く
の
方
が
あ
な
た

と
同
じ
立
場
で
す
。
ま
ず
自
ら
の
適
否
を
判
断

す
る
た
め
、
１
週
間
の
体
験
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
東
京
に
は
こ
う
し
た
体
験
す
る
場
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
週
間
で
農
業
に
の
め
り

込
む
人
も
い
ま
す
。
反
対
に
３
日
で
辞
め
る
人

も
い
ま
す
。
体
験
に
ト
ラ
イ
し
て
か
ら
判
断
を

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
農
業
法
人
の
経
営
者
は
、
女
性
の
細

や
か
な
気
遣
い
が
作
物
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
適
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

後
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
と
主
人
は
、
大
阪
生
ま
れ
、
大
阪
育
ち
で

す
。
家
族
で
心
機
一
転
、
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
と
考
え
、
主
人
は
仕
事
を
辞
め
農
業
生
産

法
人
に
就
職
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

さ
ら
な
が
ら
、
子
ど
も
（
長
女
6
歳
・
長
男

3
歳
）
の
こ
と
が
心
配
で
す
。
田
舎
で
も
子

ど
も
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
教
育
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
は
、
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
家
族
は
、
田
舎
に
適

応
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
（
大
阪
府　

P
・

N　

小
池
屋
啓
子
さ
ん
、
31
歳
）。

こ
の
よ
う
な
心
配
は
ど
な
た
で
も
も
つ
も
の

と
思
い
ま
す
。

福
岡
出
身
の
夫
婦
が
、
中
国
地
方
の
山
村
に

就
農
し
て
、
奥
さ
ん
が
寂
し
さ
に
耐
え
切
れ
ず
、

本誌の感想をはじめ、農林漁業への就業・移
住に関しての体験談や質問を募集しています。
〒102-0084　東京都千代田区二番町9-8
全国農業会議所「iju info 読者コーナー係」
Eメール：iju info@web-iju.info

ご意見いただいた方から抽選で「転身！リア
ル農家」（16頁参照）と著者が生産している「源
水米（2kg）」をセットで5名様にプレゼント。
応募締切日：2010年9月30日

お便り 大募集！

全国新規就農相談セン
ターの相談員を長年務
めたベテラン相談員の
五十嵐建夫さんが、誌
上で読者からの質問に
お答えします。

農業編
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「iju info」NO.17（2010年　夏号）が出来上がりましたので送付
します。次号（NO.18）は、2011年1月に発行予定です。
本誌は全国農業会議所もしくは全国新規就農相談センターに情
報提供に関する登録をいただいた方に送付しております。
今後、よりよい誌面と情報をお届けできるように、HPでアンケ

ートを行っています（URL：http://web-iju.info/）。ご協力をお願い
申し上げます。
なお、お答えいただいた方のなかから、抽
選で10名様に「誰にでもできる有機農業―モ
アークの有機農業経営のすべて―」を進呈致
します。この本は、農業経営を行うモアーク
が有機農業を「業」として行う生産・加工・流
通の上で大切にしている理念や考え方を示し
ています。食の安全に関心のある方やこれか
ら農業を始めようと考えている方におすすめ
です。

※全国農業会議所とは？
　全国農業会議所は、市町村に設置されている農業委員会、都道府県の農業
会議と併せて構成される農業委員会系統組織のナショナルセンターです。３
段階とも「農業委員会等に関する法律」で定められた組織で、公職選挙法を
準用した農業者の代表である農業委員を基礎として構成されています。
　３段階の組織を通じて、農業者や地域の声を結集し、農地・構造・経営対
策を積極的に推進することで、農業・農村の発展と農業者の経営確立、さら
に社会・経済の発展をめざしています。
　農業委員会系統組織は1987 年度から農業内外からの新規就農希望者の相
談活動に取り組んできました。
　その就農相談の窓口として、農林水産省の支援を受け、全国農業会議所内
に全国新規就農相談センター、都道府県農業会議内に都道府県新規就農相談
センター（都道府県青年農業者等育成センターと共同窓口）を設置しています。

発行人／中園良行
編集人／丸山知里
プランニング／山村勝廣・丸山義昭・柚木茂夫・天貝清恵・黒谷伸・鈴木一寛・
 堀部篤・佐藤陽平・水沼花織
取材協力／五十嵐建夫・門脇圓治・大浦佳代
発行／全国農業会議所　
　　　〒102-0084　東京都千代田区二番町9-8
協力／都道府県農業会議
印刷・編集協力／株式会社丸井工文社　
デザイン／有限会社アイランドコレクション
本誌に関するお問い合わせ　TEL. 03（6910）1131

iju infoは全国農業会議所の登録商標です。® iju info

iju info のご案内

入社２年目で、出版部に異動するこ
とになり、本誌が私にとって初めて編集
した雑誌となります。今は、発行できた
ことがとても嬉しく、ホッとしています。
本誌を発行している全国農業会議所

のスタッフが４月から交代し、編集協力
の丸井工文社のスタッフには大変お世
話になりました。取材に協力していただ
いた方、助言をしてくださった方に深く
感謝を申し上げます。

●
昨年、発行した本誌2009年夏号と秋
号では、「いまこそ農林漁業就業ナビ」
を特集しました。特集では、農林漁業
に就業する道のりを示したものの、ステ

ップの説明と実際の人物の紹介ができ
なかったため、今回、多数の人物を紹
介することにしました。

●
私は、学生の時に生物多様性の研究

をしていました。国連が2010年を国際
生物多様性年と定めましたが、なぜ、
生物多様性が必要かというと、生態系
を安定させる効果があるからです。多様
性の高い生態系は環境の変化などによ
り、１種類の生物がいなくなっても、別
の生物がその生態的地位（エコロジカ
ルニッチ）に入ることができます。

●
人間社会も同様だと実感しています。

全国農業会議所の新規就農相談員から、
「現在はさまざまな年齢、職歴、考え方
をもった人が就農をするため、就農の
道のりも多様になった」と聞きました。
農家の子弟しか農業ができない時代も
ありました。現在は、社会が農林漁業
への新規就業を後押しし、新規就業者
たちが新たな道を切り拓き、多様な道が
できています。
農林漁業への新規就業の道がさらに

多様になればと思います。同時に、本
誌で示した道が、新規就業したい人に
とって、「私の生きる道」を選ぶ一助に
なればと願っています。 （知里）

f r o m  E d i t o r
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